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1.正書法改革

 1994年11月 、第3回Wien会 談において、1992年 に出版 された 『正書法改訂 の

提案』に基づいて現行の正書法が改定されることとなった1)。今回の改定で扱わ

れる分野は6種 類 あるが2)、 この中で、 ここで特に取 り上げるのは 「一語書 き ・

分かち書き」の分野である。というのは、この分野における今回の改定は、分離

動詞 とい うカテゴリーの認定に少 なか らぬ影響を与えるからである。すなわち、

今までは分離動詞の一 タイプと見なされていたような動詞が、新正書法での規則

に則 つてみると、分離動詞とは見なされなくな って しまうのである。次節では、

このような視点か ら、「一語書 き ・分かち書 き」分野における新正書法での改革

点を見てみる。

1,1.「一語書 き・分かち書き」分野における改革点3)

 現行のDuden正 書法辞典 の規則4)に よると、動詞に関する一語書 き ・分か ち

書 きの 区別は、次 のような意味的基準に依つている。

   R205

   動詞が第二構成要素である一っ らなりの語は、それが単なる並置で はない

   新たな概念 を生 じている場合、決まつて一語書きする。

   R206

   二っの語がまだ、それぞれの意味を持っている場合、分かち書きす る。

   R207

   名詞の意味が薄れ、行為の意味が支配的である場合、名詞と動詞は一語書

   きする。5)
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しか しな が ら、 こ の よ うな意 味 的基 準 に基 づ く規 則 は、R205に 当 て は ま ら な い

に もか か わ らず 一 語 書 き され るkennenlernenの よ うな 例 や、 第 一 構 成 要 素6)と

な る形 容 詞 が比 較 級 に な る と分 か ち書 き さ れ るleichtfallen‐leichter fallenの

よ う な例 の よ うに、 多 くの例 外 と、 そ れ に対 応 す る細 か い規 定 を 伴 う た め、 非 常

に分 か りづ らい もの とな つて い る7)。 この よ う な現 行 の 規 則 は 「矛 盾 す る と こ ろ

が あ り、 全 体 と して は非 常 に見 通 しの 悪 い8)」 もの で あ る ゆ え に 、 新 正 書 法 の 規

則 で 目指 されて い る の は、 見 通 しの 良 さ で あ る。

 まず 、 一 語 書 き ・分 か ち 書 き分野 の 大 前 提 と な る の は、 「分 か ち 書 きが 標 準 」

と い う こ とで あ る。 す な わ ち、 一 語 書 きが 特 殊 な状 態 と見 な され 、 「ど の よ うな

場 合 に一 語 書 きさ れ る か」 とい う こ とが 規 則 化 され る こ と とな る。 こ れ は、 一 語

書 き ・分 か ち書 き が 問題 とな る動 詞 、 例 え ば 分 離 動 詞 は、 以 下 の 例 の よ うに 、 第

一 構 成 要 素 と第 二 構 成 要 素 が逆 転 した順 序 で現 れ る場 合 に は
、 「一 般 的 に分 か ち

書 き さ れ る9)」 か らで あ る。

   Er bleibt in der Schule sitzen。 「彼 は落 第 す る」

   Es f舁lt ihm leicht, dies zuzugeben.

   「彼 に と つて、 この こ とを認 め る の は た や す い こ と だ」

っ ま り、 こ のよ うな 動 詞 は、普 通 の テ キ ス ト上 で 現 れ る場 合 は分 か ち書 き、 す な

わ ち分 離 した状 態 が普 通 で あ る と見 な さ れ て い る。

 ま た、 一 語書 き ・分 か ち書 きの 基 準 を定 め な けれ ば な らな い と こ ろ に は、 文 法

的 基 準 が 採 用 され て い る。 す なわ ち、 形 容 詞+動 詞 の 結 合 に お い て は、 以 下 の例

の よ うに 、 形容 詞 が 比 較 変 化 で き るか 、 ま た は程 度 を 表 す 語 が付 加 で き る場 合 、

分 か ち書 き され る こ と に な る。

   leicht fallen:Nichts wird mir leichter fallen als dies.

   「こ の こ と ほ ど、 私 に と って 易 しい もの は な い だ ろ う」

   1舖tig fallen Er f舅gt ari, mir sehr l舖tig zu fallen.

   「彼 は、私 に と って 非 常 に重 荷 に な り始 め る」

   た だ し、bereithalten:*sehr bereit halten

 さ ら に、 品 詞 に よ って 規 則 の 記 述 は並 べ られ て お り、 そ れ ぞ れ の規 則 にお い て

も品詞 に よ る分 類 が な され 、 当 て は ま る例 を 探 しや す い よ う に考 慮 さ れ て い る。
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1.2.分 離 動 詞 認 定 と新 正 書 法 の規 則

 こ こで は、 新 正 書 法 の規 則 が 、 ど の よ う に分 離 動 詞 とい うカ テ ゴ リー の認 定 に

影 響 を 与 え て い る か を、 具 体 的 に 規 則 に従 つて見 て い く。

 ま ず 、 先 に述 べ た 「分 か ち書 きが 標 準 」 と 「一 語 書 き ・分 か ち書 きの基準 に は、

文 法 的 基 準 を採 用」 が 前 提 と さ れ る と、 一 語 書 きは特 殊 な場 合 の み に生 じ る現 象

とな り、 特 に理 由 の な い一 語 書 き は廃 止 さ れ る こ とに な る。 一 語 書 き され る場 合

に っ い て は、 次 の よ うな規 則 が定 め られ て い る。

   R1

   名 詞 、 形 容 詞 、 動 詞 語 幹 、 不 変 化 詞 は、 動 詞 と非 分 離 複 合 語 を 作 る こ とが

   あ る。 常 に こ れ らは一 語 で 書 かれ る。

   R2

   不 変 化 詞 、 形 容 詞 、 名 詞 は、 動 詞 と様 々 な分 離 複 合 語 を作 る。 これ らは、

   不 定 詞 、 現 在 分 詞 、 過 去 分 詞 及 び、 副 文 で動 詞 が後 置 さ れ る場 合 の み、 一

   語 で書 か れ る。

一 語 書 き され る場 合 の 条 件 は
、 現 行 の規 則 と変 わ って い な い。 変 わ って い るの は、

こ の規 則 が 当 て は ま る語 彙 で あ る。 これ ま で は、R2で 述 べ られ て い る場 合 に は

一 語 書 き され て い た が
、 新 しい 規 則 に よ る と常 に分 か ち書 き され る も の に は、 次

の よ うな もの が 挙 げ られ る。

   副 詞(aneinander usw.)+動 詞

   aneinander grenzen, auseinander gehen / laufen/ setzen, beieinander

   sein, durcheinander bringen/reden

   形 容 詞10)+動 詞

   fern liegen, fest halten, frei sprechen, gut schreiben, leicht fallen,

   nahe bringen, schwer nehmen

   過 去 分 詞+動 詞
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   gefangen nehmen/halten, verloren gehen

   名 詞+動 詞

   Kopf s七ehen, MaB halten, Rad fahren

   動 詞+動 詞

   kennen lernen, liegen lassen, sitzen bleiben, spazieren gehen

   不 変 化 詞+sein

   beisammen sein, da sein, los sein, vorbei sein, vor�er sein,

   zur�k sein

す な わ ち こ れ ら は、 「分 離 複 合 語 」 つ ま り、 分 離 動 詞 と は 見 な さ れ な い の で あ る 。

こ れ ら の 語 彙 の 多 く は 、 今 ま で は 分 離 動 詞 と見 な さ れ 、 一 語 書 き さ れ て い た も の

で あ る。 新 正 書 法 に よ つ て 、 こ れ ら の 語 彙 は 、 今 ま で 入 っ て い た 分 離 動 詞 と い う

カ テ ゴ リ ― か ら は ず れ る こ と に な る 。 した が っ て 、 新 正 書 法 に よ っ て 、 分 離 動 詞

の カ テ ゴ リ ー は、 明 らか に 狭 あ られ る こ と に な る 。

1.3.例 外 的 に～ 語 書 き さ れ る も の

 し か し な が ら、 従 来 通 り一 語 書 き さ れ る 語 彙 も あ る 。 新 し い 規 則 に よ る と 、

「一 語 書 き は特 別 な 場 合 に 生 じ る 」 現 象 で あ る か ら 、 以 下 の 場 合 が 例 外 的 に 一 語

書 き さ れ る 場 合 で あ る 。

   形 容 詞+動 詞

    ○ 第 一 構 成 要 素 が 、 そ の ま ま の 形 で は 現 れ な い も の

    brachliegen, fehlgehen, fehlschlagen, feilbieten, kundgeben, kundtun,

    weismachen

    O第 一 構 成 要 素 に 程 度 を 表 す 語 を 付 加 した り、 比 較 変 化 で き な い も の

    bereithalten, bloﾟstellen, fernsehen, fertigstellen('vollenden'), fest-

    setzen('bestimmen'), freisprechen('f� nicht schuldig erkl舐en'),

    gutschreiben('anrechnen'), hochrechnen, m�iggehen, schwarzar-
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   beiten, totschlagen, wahrsagen('prophezeien)

   名詞+動 詞

    ○ 以 下 の よ う な第 一 様 成 要 素 を 持 っ もの

    ach七一:   achtgeben, achthaben

    haus-:   haushalten

    heim-:  heimbringen, heimfahren, heimf�ren, heimgehen, heim-

        kehren, heimleuchten, heimreisen, heimsuchen, heimzahlen

    irre-:  irref�ren, irreleiten;(auﾟerdem:)irrewerden

    preis-:   preisgeben

    stand-:   standhalten

    statt-:   stattfinden, stattgeben, statthaben

    teil-:  teilhaben, teilnehmen

    wunder-:wundernehmen

以 上 の 語 彙 は、 新 正 書 法 の も とで も以 前 と変 わ らず 、 分 離 動詞 と見 な され る もの

で あ る。 これ らは 、 依 然 と して 分 離 動詞 の カテ ゴ リー に入 って い る。

 しか しなが ら、 これ らの 語 が ど う い う基 準 で 分 離 動 詞 と して 見 な さ れ て い る の

か に つ い て は、 説 明 は な され て い な い。 特 に、 名 詞 を第 一 構 成 要 素 と して 持 つ も

の は、 な ぜ こ れ らの み が分 離 動 詞 の 第 一 構 成 要 素 と して 見 な され る の か は 、 不 明

で あ る。 「一 語 書 き ・分 か ち書 き の基 準 に は、 文 法 的基 準 を採 用 」 と い う原 則 と

は 矛 盾 して い るよ うに思 わ れ る。

 「第 一 構 成 要 素 に程 度 を 表 す 語 を 付 加 した り、 比 較 変 化 で きな い」 とい う文 法

的基 準 も、 こ こに 含 ま れ る語 彙 を 見 る と、 これ が 純 粋 に文 法 的 基 準 の み で 判 断 で

き る も の か ど うか 疑 わ―し い。 とい うの は、 単 語 に意 味 規 定 が な さ れ て い るか らで

あ る。 つ ま り、gut schreibenと 分 か ち書 き した もの と、 gutschreibenと 一 語 書

き した も の と の二 種 類 の語 が 存 在 す るの は、 以 前 と変 わ らな い。 この二 っ の 語 を

分 け る の は、 意 味 の 違 い で あ る 。 す な わ ち 、 一 語 書 き す るgutschreibenは

'anrechnen'と い う意 味 で の み 用 い られ るの で あ る
。 fernsehenも 、 第 一 構 成 要 素

で あ るfernだ け を 見 た場 合 、 比 較 変 化 で き る よ う に思 わ れ るが 、 これ は 明 らか に

「TVを 見 る」 と い う特 定 の 意 味 で用 い られ る語 で あ る。 とい う こ と は、 こ こ に

は 明 言 され て は い な い が、 「比 喩 的 な意 味 の場 合 は pO書 きす る」 と い う以 前 の
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意 味 的 基 準 に よ る 一 語 書 き ・分 か ち 書 き の 区 別 は 、 ま だ 存 在 し て い る と 言 え る だ

ろ う。

1.4新 正 書 法 に よ つ て 認 め ら れ る 分 離 動 詞

 新 正 書 法 に よ っ て 、 分 離 動 詞 と し て 認 め ら れ る の は 、 ま ず 現 在 も 分 離 動 詞 と 見

な さ れ て い る 、 次 の よ う な 第 一 構 成 要 素 を 持 っ も の で あ る。

   ab―, an―, auf-、 aus-, bei-, beisammen―, da-, dar-, durch-, ein一,

   einher-, empor-, entgegen-, fort-, gegen�er-, her-, hin-, inne-, los-,

   mit-, nach-, nieder-,�er-, um-, umher-, unter-, vor-, weg-,

   weiter-, wider-, wieder-, zu-, zur�k=, zusammen-,

   dabei-, daf�-, dagegen-, daher-, dahinter-, daneben-, davon-,

   d舸or-, dazu-;daran-, darauf-, darauflos-, dar�er-, darunter-,

   herab-, heran-, herauf-, heraus-, herbei-, herein-, her�er-, herum-,

   herunter-, hervor-;hinab-, hinauf-, hinaus-, hinein-, hinunter-,

   hinzu-;voran-, voraus-, vorbei-, vorher-, vor�er-, zuvor-, zuwider一

さ ら に 、1.3.で 述 べ た よ う な 、 形 容 詞+動 詞 、 名 詞+動 詞 と い う構 成 を 取 る も の

が 付 け 加 え ら れ る 。 現 行 の 正 書 法 に よ る 分 離 動 詞 の カ テ ゴ リ ― に 含 ま れ る も の と

比 べ る と 、 か な り減 っ て い る の は 明 ら か で あ る 。

2.こ れ ま で の 正 書 法 辞 典 と 分 離 動 詞 の 関 わ り

 こ れ ま で 述 べ て き た よ う に 、 新 正 書 法 に よ っ て 、 こ れ ま で 分 離 動 詞 の 一 タ イ プ

と 見 な さ れ 、 一 語 書 き さ 斡 て き た 動 詞 が 分 か ち 書 き さ れ る こ と に な り 、 分 離 動 詞

の カ テ ゴ リ ー の 範 囲 は 大 幅 に 狭 め ら れ る こ と と な っ た 。 な ぜ 、 あ る 動 詞 は 分 離 動

詞 と し て 一 語 書 き さ れ 、 あ る 動 詞 は 分 離 動 詞 と 見 な さ れ ず 分 か ち 書 き さ れ る の か

と い う こ と に っ い て 、 新 正 書 法 で は 説 明 さ れ て い な い 。
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 で は次 に、 過 去 の 正 書 法 辞 典 で は、 ど の よ うに記 述 され て い るか を 見 て み る。

これ ま で この よ う な動 詞 が 、 正 書 法 に よ つて ど の よ うに扱 わ れ て きた か 、 これ ま

で正 書 法 に よ って 、 ど の程 度 分 離 動 詞 の カ テ ゴ リ― が影 響 を受 け て き た の か を 見

る こ と は、 分 離 動 詞 と い う カ テ ゴ リーが ど の よ うに設 定 され て き たか と い う こ と

を 知 る上 で有 益 だ ろ う。

2.1.こ れ ま で の正 書 法 及 び、 資 料 と して用 い る正 書 法 辞 典

 現 在 使 わ れ て い る正 書 法 、 す な わ ち、 ドイ ッ語 圏 に お け る統 一 正 書 法 が 定 め ら

れ た の は、1901年 ベ ル リ ンに お け る正 書 法 会 議 に お い て で あ る。 公 的 に は、 この

後 今 日 ま で正 書 法 の改 定 と い うの は行 わ れ て い な い。 も し、 現 在 提 案 され て い る

新 正 書 法 が施 行 され る こ と に な れ ば 、1901年 以 来 初 あ て の 公 的 な 正 書 法 改 定 とい

う こ と に な る。

 今 回 資 料 と して 用 い た の は、Duden正 書 法 辞 典 で あ る。 これ は、1880年 の 初

版 以 来 、 コ ン ス タ ン トに版 を重 ね て 、 ス タ ン ダ― ドと見 な さ れ、 今 日 まで 発 行 さ

れ 続 け て い る。 現 在 規 範 と見 な さ れ 、 用 い られ て い る正 書 法 の 規 則 も、Duden

正 書 法 辞 典 が 作 り上 げ て 来 た もの で あ る。 時 の流 れ の 中 で の語 彙 の 変 化 、 用 法 の

変 化 に対 応 しっ っ 、 版 を 重 ね て い るDuden正 書 法 辞 典 は、 そ の 時 代 ご と の 状 況

を 捉 え る もの と見 な して もよ い だ ろ う。

2.2.今 回 用 い たDuden正 書 法 辞 典 に つ い て

 Duden正 書 法 辞 典 は 、 前 述 の よ う に、1880年 にKonrad Dudenに よ つ て 初 版

が 出版 さ れ た 。 そ の後 編 集 は、Konrad Duden個 人 で は な く、Bibliographisches

Institutが 担 う こ と に な る 。 第 二 次 大 戦 後 に は、 東 西 ドイ ツ の 分 割 に 従 い 、

Bibliographisches InstitutもMannheimとLeipzigの 両 方 に存 在 し、 そ れ ぞ れ 独

自 に正 書 法 辞 典 を 出 し続 け た が 、 東 西 ドイ ッの統 一 に伴 って、1991年 の第20版 で

Mannheim-Duden ii)とLeipzig―Duden iz)も 統 合 され た 。13)

 残 念 な が ら、 日本 に お い て 、 これ ま で に 出 版 さ れ た す べ て のDuden正 書 法 辞

典 を手 に 入 れ る の は不 可 能 だ っ た。Mannheim-Dudenに っ い て は、 ほ ぼ全 部 の

版 を手 に 入 れ る の は可 能 だ つ た が、Leipzig-Duden及 び、 第二 次 大 戦 以 前 の 版 に

つ い て は、 す べ て の 版 を網 羅 で きて い な い こ とを 、 先 に断 って お く14)0
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3.こ れ まで の正 書 法 辞 典 に お け る見 出 し語 の 推 移

 こ こで は、新 正 書 法 に よ る と分 離 動 詞 で は な くな る も の、 ま た 、 以 前 と同 じ く

一 語 書 き され る もの が
、 これ ま で ど の よ う に正 書 法 辞 典 に記 述 さ れ て き たか を見

て み る。 そ の 際注 目す るの は、 いっ この 語 が見 出 し語 と して現 れ た か 、 いつ 分 離

動 詞 と して の記 述 が 現 れ るか 、 同 じ第 一 構 成 要 素 を持 っ 見 出 し語 が い くっ あ げ ら

れ て い るか で あ る15)。 ま た一 語 書 きの 場 合 に、 意 味 規 定 が あ る か ど う か に も注

目す る。 便 宜上 、 新 正 書 法 に お け る の と同 じ、 第 一 構 成 要 素 の品 詞 に よ る分 類 を

採 用 す る。

3.1.動 詞+動 詞16)

○ ―lernen

記号;×…克出し語なし;◎…分離動詞としての定形、過去分詞形、zu不定詞形有り

    18801908isu 19221934 L1947 L正955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956M1961Ml967Ml973Ml980MI9861991

kennenlemen x x x ◎ ◎ ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎ ◎

liebenlernen   ; x   x   x   x   x   x    x    X    X    X    X    X    X    X    X   Qo   Qo   Qo

sch舩zenlernen  ×   ×   ×   ×   ×   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

Ospazieren一

記号:× … 見出 し語な し;△ …分かち書 きの見出 し語有 り;◎ …分離動詞 と しての定形 、過去分詞形、ZLL不 定詞形有 り

    ]860190819]119221934L1947 LI955 L1957 L1963 L1969 L1987:M1956 M1961 M1967 M1973 M1980 M1986:1991

spazierenfahren   ×   △   △   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

spazierenf廿hren   ×   △   ×   ×   x   ×    ×    x    x    ×    x    x    x   ◎   ◎   、◎   ◎   ◎

spaオerengehen   ×  △#△#  ◎  ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

spazierenreiten    ×   ×   ×   ◎   ◎   ◎   ×    ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

#… た だ し 、 分 か ち 書 き の 見 出 し 語 の と こ ろ に は 、 「Bで は 一 語 書 き 」 と の 注 記
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が あ る 。 す な わ ち 、Bayernの 正 書 法 規 則 で は 一 語 書 き さ れ て い た と い う こ と を

表 し て い る 。

O-bleiben

記号:× …見 出 し語 な し;△ …分 かち書 きの見出 し語有 り;○ …分離動詞 と しての過去分詞形有 り;

  ◎ …分 離動詞 として の定形 、過去分 詞形、zu不 定詞形有 り;④ …一語書 きの場合の意味規定17)有 り

       18801908191119221934;L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 M1961M1967M1973 M1980M19861991

bestehenbleiben   ×   ×   x   X   ×   ◎   ×   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

h舅genbleiber. X × x ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

liegenbleiben     ×   ×   x   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

sitzenbleiben  x O ◎ ◎ ◎ ◎ ◎④ ◎④ ◎④ ◎⑧ ◎⑧ ◎⑧ ◎⑧ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎ ⑪ ◎◎

steckenbleiben  X × × ◎ ◎  ◎  ◎  ◎ ―◎  ◎  ◎ ◎⑪ ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎

stehenbleiben  × X X ◎ ◎ ◎ ◎⑪ ◎⑥ ◎◎ ◎⑥ ◎◎ ◎⑪ ◎⑪ ◎① ◎① ◎① ◎① ◎①

④…nicht versetzt werden;nicht geheiratet werden「 進級で きない;結 婚 していな い」

⑧ …in der Schule nicht versetzt werden;nicht geheiratet werden

  「学校で進級 で きない;結 婚 して いない」

○…in der Schule nicht versetzt werden;nicht geheiratet werden;nicht verkaufen k�nen

  「学校 で進級 で きな い;結 婚 して いない;売 れな い」

● …in der Schule nicht versetzt werden;nicht geheiratet werden;et.nicht verkaufen

  「学校 で進級 で きな い;結 婚 して いない;売 れな い」

⑭…nicht weiterk�nen「 先に進 めない」

⑪ …anhalten「 止 まってい る」

◎ …anhalten,�rigbleiben「 止ま って いる;残 っている」

⑪…nicht weitergehen;�ersehen「 先 に進 まな い;見 過 ごす」

①…nicht WB三tergehen;�rigbleiben「 先 に進 まな い;残 って いる」

O-lassen 18>

記号:× …見出 し語 な し;△ …分 かち書 きの見 出 し語有 り;● …見出 し語 のみ有 り;

  O… 分離動詞 と しての過去分詞 形有 り;◎ …分離動詞と しての定形 、過去 分詞 形、zu不 定詞形有 り;

  ④ …一語書 きの場 合の意味規定 有 り
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        isao 1908191119221934 L1947 Ll955 L1957 U963 L1969 L1997 Ml956 M1961 Ml967 M1973 M1980 M19861991

bestehenlassen X x × x × x ×  ×  ×  ×  ×  x  × x  x ●④ ●④ ●④

bleibenlassen  × × × × ● ● ◎  ◎  ◎ ◎③ ◎⑧ ◎  ◎ ◎⑧ ◎③ ◎③ ◎⑧ ◎⑧

fahrenlassen x x × × △ ●◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎ ◎ ◎⑪

fallenlassen      ×   ×   ×   ×   X   ×  ◎⑪  ◎㊦ ◎⑪  ◎◎ ◎ ⑭ ◎①  ◎① ◎① ◎① ◎① ◎(1) ◎①

gehenlassen  x x x × × × ◎⑭ ◎① ◎① ◎⑪ ◎ ⑪ ◎⑭ ◎⑲ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎◎

h舅genlassen × × × × × X ◎ ◎⑪ ◎⑫ ◎⑫ ◎◎ ◎⑪ ◎② ◎⑪ ◎⑪ ◎⑨ ◎⑪ ◎ ⑪

liegenlassen  X × × ● ● ● ◎③ ◎⑤ ◎⑧ ◎⑧ ◎⑧ ◎① ―◎① ◎① ◎① ◎① ◎① ◎①

schie6enlassen    ×   ×   x   ×   x    x    ×    ×    ×    ×    x    ×    ×    ×   ◎⑪  ◎⑪  ◎⑪ ◎◎

reinlassen       ×   ×   ×   X   ×   ×    ×    ×    X    X    ×    ×    ×    ×   ◎⑰ ◎ ⑰ ◎⑰ ◎ ⑰

steckenlassen  × × × ◎ ◎ ◎ ◎  ◎  ◎  ◎  ◎ ◎⑰ ◎⑰ ◎ ⑰ ◎⑰ ◎⑰ ◎⑰ ◎ ⑰

stehenlassen  × × × ◎⑭ ◎⑳ ◎⑳ ◎⑰ ◎⑦ ◎⑭ ◎⑦ ◎⑦ ◎⑦ ◎⑦ ◎ ⑭ ◎⑰ ◎ ⑰ ◎⑰ ◎ ⑰

④…bejhalten「 保持す る」

③…unterlassen.「 やめる」

◎…aufgeben「 断念する」

⑪…aufgeben, auf et, verzichten「 断念 する、諦 める」

③…nicht mehr festhalten, aufgeben「 保持 できない、断念す る」

⑪…nicht mehr unterst�zen, Beistand entziehen「 支持 で きない、援助を やめる」

◎・―・aufgeben, nicht mehr unterst�zen「 断念する、支持で きない」

●…aufgeben, nicht weiter verfolgen[z.B.Absichten, Pl舅e]

  「断念 す る、(例=意 図、計画を)こ れ以上追求で きない」

① …aufgeben「 断念する」

① …er hat seine Absicht fallenlassen.(aufgegeben), er hat entsprechende Be皿erkungen fallenlassen―(geHUBert)

  「彼 は自分の計画を諦めた」「かれはふ さわ しい意見 を述 べた」

●…in Ruhe lassen;nachl舖sig sorglos sein, sich z�elos seinem nat�lichen Wesen�erlassen

  「放 ってお く;抑 制されず、 ありの ままでい る」

●…in Ruhe lassen;nachl舖sig sorglos sein, keine R�ksicht auf andere nehmen

  「放 ってお く;再:だ らしな くして いる、他人 に対 する気遣いの ない」

●'・・in Ruhe lassen;sich-:sich vernachl舖sigen, zwanglos verhalten

  「放 ってお く;再:だ らしな くして いる、 自由 に振 る舞 う」

⑲…㎞Ruhe lassen;sich―;sich vernachl舖sigen「 放 って お く;再=だ らしな く してい る」

OQ…in Ruhe lassen;sich-:sich nicht beherrschen, sich keine Selbstdisziplin auferlegen

  「放 ってお く;再:自 制 しな い、 自己規制ので きない」   ,

②…vergessen「 忘れる」

◎…verz�ern, vergessen「 遅 くす る、忘れ る」

⑧…vergessen, u㎎f�:jn―im Stich lassen「 忘れ る、(俗)見 捨て る」

③…nicht beachten「 注意 しない」

①…vergessen, nicht beachten「 忘 れる、 注意 しない」

⑰…umg―f�:aufgeben「(俗)断 念す る」

⑰…umg. fUr:nicht tun「(俗)し ないでお く」
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⑰…vergessen, hn Stich lassen「忘れる、見捨てる」

⑭…nicht anr�ren「 ふれないでおく」

0..・nicht anr�ren, vergessen「ふれないでおく、忘れる」

3.1.1.考 察

 一 語 書 きの 見 出 し語 は、20世 紀 初 頭 に は現 れ て い る。 注 目す べ き は、spazierengehen

の 例 で あ る。 こ れ は 、1908に は 分 か ち 書 き で 現 れ て い た も の が 、1922で は 一 語 書

き の 見 出 し語 と して 現 れ て い る 。 っ ま り、spazierengehenは 、 こ の 頃 に 、 正 書 法

に よ っ て 分 離 動 詞 の カ テ ゴ リー に 入 れ ら れ る 動 詞 と な つ た の で あ る 。 た だ し、19

08と1911に 「B19)(註:Bayern)で は 一 語 書 き」 と い う 註 が あ る の で 、 突 然 、

正 書 法 に よ つ て 一 語 書 き が 強 制 さ れ た と い う わ け で は な い。 初 め は 一 地 方 の み の

用 例 だ っ た も の が 、 お そ ら く一 般 的 に な っ た 結 果 、 正 書 法 に よ つ て 一 語 書 き が 認

め られ た と考 え る の が 妥 当 だ ろ う 。

 bleibenを 基 礎 動 詞 に 持 っ も の で は 、 決 ま っ た 語 しか 意 味 規 定 が な い の に 対 し

て 、1assenを 基 礎 動 詞 に 持 つ も の で は 、 ほ ぼ す べ て の 語 に意 味 規 定 が あ る の が 目

立 つ て い る。 こ れ は 、Mannheim―Dudenに もLeipzig-Dudenに も 共 通 し て 言 え

る こ と で あ る。

 ま た 、lernen、 lassenを 基 礎 動 詞 に 持 つ も の 、 spazierenを 第 一 構 成 要 素 に 持

つ も の か ら見 て 取 れ る よ う に 、Leipzig―Dudenの 方 が 見 出 し語 の 数 を 増 や す の に

消 極 的 で あ る。

3.2過 去 分 詞+動 詞

Obekannt一

記号:× …見出し語なし;△ …分かち書きの見出し語有り;O… 分離動詞としての過去分詞形有り;

  ◎…分離動詞としての定形、過去分詞形、zu不定詞形有り;⑥ …一語書きの場合の意味規定有り

      18601908191119221934:L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987;M1956M1961M1967M1973M1980M198611991

bekanntgeben    X   ×   ×   ○   ○   ○   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○   ○   ○   ○   O   O

bekanntmachen I x O●O●O●O●1 O●OO●OO●OO●OO●OO●iO●O●O●O●OO OO?OO

Bekanntwerden × × × ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○㊥ △ △ △ △ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪
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④…ver�fentlichen「公表する」

⑧…ver�fentlichen, er�fnen「公表する、知らせる」

◎…ver�fentlichen,�fentlich mitteilen「公表する、公に知らせる」

⑪…ver�fentlicht, er�fnet werden「公表される」

⑭…ver�fentlicht werden「 公表される」

⑪…ver6ffent航cht werden, in dieﾖffentlichkeit dringen「公表される、知れ渡る」

Ogefangen一

記号:× …見出 し語なし;● …見出し語のみ有 り;◎ …分離動詞としての定形、過去分詞形、zu不定詞形有り;

      16801908191119221934・L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956M1961M1967M1973M1980M1986;1991

gefangenhalten   x   ×   ×   ●   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

gefangennehmen  X   ×   ×   ●   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

gefangensetzen x x × ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Overlorengehen

記号:× …見出し語なし;● …見出し語のみ有り;○ …分離動詞としての過去分詞形有 り;◎ …分離動詞としての定形、

  過去分詞形、Zll不定詞形有り

      188019081911192219341L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956M1961 M1967M1973M1980M19861991

verl・rangehen × × × ● ●i● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ O O

3.2.1.考 察

 こ こ で 注 目 す べ き は 、 一 語 書 き の 見 出 し語 が 現 れ る の が 同 じ く20世 紀 初 頭 で あ

る こ と と 、bekanntmachenが1908に す で に 意 味 規 定 さ れ て い る こ と で あ る 。

Dudenに よ る正 書 法 規 則 に 、 「一 語 書 き ・分 か ち 書 き 」 の 項 目 が 初 め て 設 け ら れ

た の は1915で あ る と さ れ て い る がzo)、 そ れ よ り も早 い 時 期 に こ の よ う な 記 述 が

見 ら れ る か らで あ る 。 す で に こ の 時 期 に 、 意 味 規 定 し た 上 で の 一 語 書 き が 、 規 則

化 さ れ る 前 の 段 階 で 現 れ て い る こ と が 分 か る 。

 Leipzig-Dudenで は 、 L1955以 来 、 一 語 書 き の 見 出 し 語 と し てbekanntwerden

が 現 れ な い 。 一 語 書 き 、 意 味 規 定 を 続 け るMannheim-Dudenと 対 照 的 で あ る 。
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1991のMannheim―Duden、 Leipzig-Dudenの 統 合 後 の 版 で は 、 一 語 書 き 及 び 意

味 規 定 す るMannheim-Dudenの 記 述 が 採 用 さ れ て い る 。 こ れ 以 外 に は 、 見 出 し

語 の 数 の 増 減 に 関 し て の 、Mannheim―DudenとLeipzig―Dudenと の 違 い は な い 。

 ま た 、Mannheim―Dudenで は 、 分 離 動 詞 の 過 去 分 詞 形 の み を 記 載 す る 場 合 が

多 く見 ら れ る。 特 徴 的 な 過 去 分 詞 形 を 示 す こ と で 、 こ の 動 詞 が 分 離 動 詞 で あ る こ

と を 示 し て い る の だ と 思 わ れ る 。

3.3.名 詞+動 詞

3.3.1新 正 書 法 に お い て も 一 語 書 き さ れ る も の

Oacht一

記号:× …見出し語なし;● …見出 し語のみ有り;◇ …分離動詞としての定形有り;◎ …分離動詞としての定形、

  過去分詞形、zu不定詞形有り

      188019081911iszz 1934 L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987!M1956 M1961 MI967 M1973 M1980 M1986 isst

achtgeben      ●   〈〉  〈〉  ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

achthaben      ●. 〈〉  ◇   ◎  ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

Ohaushalten

記号:x… 見出し語な し;● …見出 し語のみ有り;○ …分離動詞としての過去分詞形有り;◆ …分離動詞としての定形、

  過去分詞有り;◎ …分離動詞としての定形、過去分詞形、zu不定詞形有り;

      18801908191119221934L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 Ml961 M1967 M1973 M1980 M19861991

haushalten      ●   ○   ◆   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎
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Oheim一

記号:× …見 出 し語 なし;△ …分か ち書 きの見 出 し語 有 り;● …見出 し語 のみ有 り;

 O… 分離 動詞 としての過去分詞形有 り;◎ …分離 動詞 と しての定形、過 去分詞形、zu不 定詞形有 り;

 ④ …一 語書 きの場合の意味規定有 り

   18801908191119221934L1947 Ll955 L1957 L1963 L1969 Ll987 M1956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

he辻nbegeben     x   ×   x   x   x   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   O   O   O   O   O   O   O

heimbeleiten  × × × × X X × × × × X × 『○ ○ ○ ○ ○ O

heimbringen     ×   ×   ×   ●   ●   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   O   O   ()   ○   ○   ○ . O

he㎞fahren      X   ×   ×   ×   ×   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○   ○   ○   ○   O   O

heimf�ren      ×   ×   ×   ●  ●④  ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○   O   O   ()   ○   O

heimgeben      ×   ×   ×   ●   ●   ×    ×    x    ×    ×    ×    ×    ×    x    ×    x    ×   ×

hevngehen      ●   ●   ●   ●   ●   ●   ◎   ◎   ◎    ×    ×    ○   ○   ○   ()   ○   ○   O

heimgeigen 
―X X× × × × × × X × X X × × X ● ● ●

he㎞血obπ      ×   ×   ×   ●   ●   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○ . O   O   O   O   O   O

heimkehren     j x    x   …           i ・    Q    Oo    Oo    Oo    Oo  t O   . O    O    O    O    O  i O

heimleuchten  ● ● ● ● ●⑧ ● ◎  ◎  ◎  ◎  ◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎

heimreisen      ×   ×   ×   ×   X   ×    ×    ◎   ◎ ―  ◎   ◎   ×    ×   ()   ○   ○   ○   O

heimsuchen  x × × ● ●⑪ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○⑭ ○⑧O⑭ ○⑤ ○⑧

heimwo皿en  × X × × x x × × X x ◎ × × x x O O O

heimzahlen lxxxXx1xOo Oo Oo Oo OoiO OOOOOO

④…heiraten「 結婚す る」

③…auch:tadeln, scharf zur�kweisen「 非難す る、厳 しくはねつ ける」

◎…dem haben sie t�htig hei皿geleuchtet.(derb abgefertigt)

 「彼 らは、彼をつ っけんどんに追い返 した」

⑪…strafen;selten:besuchen「 罰す る、(稀)訪 問 する」

●…er wurde von Ungl�k und Krankheit schwer heimgesucht.

 「彼 は、不幸 と病気にひ どく悩 まされた」
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Oirre一

記号:x… 見 出 し語 な し;△ …分 か ち書 きの見出 し語有 り;● …見出 し語のみ有 り;◇ …分 離動詞 としての定形有 り;

 ○…分離動詞 と しての過 去分詞形有 り;◎ …分離動詞 と しての定形、過去分詞形、zu不 定詞形有 り

   isao 1908191119221934 L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

irref�ren       I x    ・    …             ; ・    OO     OO     OO     OO     oO  i O    O     O    O    O    O  ; O

irregehen      △  ●   ●  ●  ●   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○   ○   O   O   ()  O

irreleiten         I x    ・    …             i ・    OO     OO     oO    OO     oO  i O    O     O    O    O    O  1 O

irremachen  × × × ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ O O

i1Tereden        ×   ×   ×   ●   ●   ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○    ○   ○   ○   O   O

㎞ 曲1  △ ●△ ●△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

Opreisgeben, standhalten

記号=× …見 出 し語 な し;● …見串 し語 のみ有 り;◆ …分離動詞 と しての定形 、過去分詞有 り;

 ◎…分離動詞 と して の定形 、過去分詞 形、zu不 定詞形有 り

   正8801908191119221939L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 Ml961M1967M1973M1980M19861991

preisgeben      ●   ◆   ◆   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

standhalten     ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

Ostatt一

記号;× …見 出 し語 な し;● …見出 し語 のみ有 り;◇ …分離動詞 と しての定形 有 り;

 ○…分離動詞 と して の過去 分詞形有 り;◆ …分離動詞 と しての定形 、過 去分詞有り;

 ◎…分離動詞 と して の定 形、過去分 詞形、zu不 定詞形有 り

   18801908191119221934L1947 Ll955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

stattfinden      ●   ◇   ◆   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

stattgeben  X ◇ ◆ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

statthaben      ●   〈〉  ◆   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎
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Otei1一

記号1× …見出し語なし;◇ …分離動詞としての定形有り;◎ …分離動詞としての定形、過去分詞形、zu不定詞形有り

     18801908191119221934L1947 L1955 L1957 L1963 LI969 Ll987 M1956 MI961 M196τM1973 MI980 M19861991

teilhaben      I O   O   O   OO   OO  i oO   OO    OO   OO    OO   OO  i OO    OO   OO    OO   OO   OO  i OO

teilnehmen      〈〉  〈〉  〈〉  ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

Owundernehmen

記号:× …見出し語なし;△ …分かち書きの見出し語有 り;◇ …分離動詞としての定形有り;◎ …分離動詞としての定形、

  過去分詞形、zu不定詞形有り

     seoユ908ユ91119221934 Lユ947 L1955 L1957 Lユ963 L1969 L1987 M1956 M196ユM1967 M7973 M]980Mユ986 issユ

wundernehmen X ◇ ◇ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

3.3.1.1.考 察

 こ れ ら の 、 新 正 書 法 に お い て も現 行 と 変 わ らず 不 定 詞 を 一 語 書 き す る 語 は 、ir-

re一 とwunder-の 場 合 を 除 い て 、 Duden正 書 法 辞 典 初 版 の1880以 来 ず っ と、 一 語

書 き の 見 出 し語 と し て 掲 載 さ れ て い る もの で あ る 。 こ れ ら の 語 が 一 語 書 き す る 語

と し て 残 さ れ る 理 由 に 、 す で に 分 離 動 詞 と し て 定 着 し て い た か ら と い う理 由 を 挙

げ られ る よ う に 思 わ れ る が 、irre-とwunder一 の 場 合 は 後 に 出 て き た も の で あ り 、

こ れ は 当 て は ま ら な い 。 ま た 、 第 一 構 成 要 素 と 結 び っ く動 詞 の 数 が 少 な く、 新 し

く作 られ る 語 の 数 が 少 な い と い う理 由 も、heim― の 場 合 を 考 え る と 当 て は ま ら な

いo

 heim一 の場 合 で は、 Leipzig-Dudenの 方 が 、 見 出 し語 の 数 を 増 や す こ と と一 語

書 き の際 に意 味 規 定 す る こ とに 消極 的 なの が見 て 取 れ る。 ほ ぼ 同 じ時 期 のL1987

とM1986で は、 M1986の 方 が2っ 見 出 し語 が 多 く、 意 味 規 定 の あ る 語 も2っ 多

い。 あ る い は、heimgehenをLeipzig―DudenはL1969以 来 見 出 し語 と して 載 せ

て い な い一 方 で 、Mannheim-Dudenは 載 せ 続 けて い る と い う こ と か らす る と、

Leipzig-Dudenの 方 が 見 出 し語 を 削 るの に 積 極 的 と言 え るか も しれ な い。
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 1908に は 、irreseinは 、 他 のirre― を 第 一 構 成 要 素 に 持 つ も の と 同 じ く 、 一 語

書 き の 見 出 し語 と して 現 れ て い る 。 しか し 「O、B21)1で はirre sein」 と い う 註

が つ い て お り 、Osterreich及 びBayernの 正 書 法 規 則 で は 分 か ち 書 き さ れ て い た

こ と を 示 して い る。 一 語 書 き と し て い る の は 、 「印 刷 業 者 の た め の 正 書 法22)」 で

あ る 。 ユ922に は 、irre sein, werdenはOの み で あ り、 「PとBに は こ の 組 み 合 わ

せ は な い 」 と い う 註 が あ る23)。 こ れ は 、 非 常 に 狭 い 範 囲 で しか 通 用 し て い な か っ

た 一 語 書 き が 、 一 般 的 に な る こ と が な か っ た と い う こ と だ ろ う。 ち な み に 、 新 正

書 法 に お い て も、irre seinは 一 語 書 き さ れ な い 。

 し か し な が ら、heim-の 場 合 に 見 出 し語 の 増 減 が あ る と は い え 、 こ こ に 現 れ る

動 詞 は 、 用 法 が 安 定 し て い る と言 え る 。 次 節 に 現 れ る よ う な 、 公 用 正 書 法 規 則 に

よ っ て 書 き方 に 差 が あ る よ う な も の は 含 ま れ て い な い 。

3.3.2― 新 正 書 法 に よ っ て 分 か ち 書 き さ れ る も の24)

記号1× …見出し語なし;△ …分かち書きの見出し語有り;● …見出し語のみ有り;◇ …分離動詞としての定形有 り;

  ○…分離動詞としての過去分詞形有り;◆ …分離動詞としての定形、過去分詞有り;

  ◎…分離動詞としての定形、過去分詞形、zu不定詞形有り;④ …一語書きの場合の意味規定有り;.

  ◇…特別の語形有 り

     18801908191119221934L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 M1961 M1967M1973M1980M19861991

kegelschieben    ×   ×   x   ◇  <i>  Q>  a>  Q>  a>  4>  ◇   Q>  Q>  <S>  <1>  ◇   ◇   <D

kopfstehen     x   ×   x   ◎  ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

maschiheschreibea X × X X ◎ ◎ φ ◇ d> ◇ O m ¢〉 φ ◇ ◇ ◇ ﾟ>

m・8halt・n × △ △9◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

radfahren      ×  △◆ △◆ △◎ △◎ △◎  《〉  〈〉  ◇   〈δ〉  〈D   《レ   《〉   〈レ   《〉  〈レ   《〉  《〉

◇ …ich schiebe Kegel;ich habe Kegel geschoben;u皿Kegel zu schieben

● …du schreibst Maschine;mascshinegeschrieben;maschinezuschreiben

● …ich schreibe Maschine;weil er maschineschreibt;ich habe maschinegeschrieben;maschinezuschreiben

● …ich fahre Rad;ich bin radgefahren;radgefahren
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3.3.2.1.考 察

 こ こに属 す る動 詞 に は、 同 じ第一 構 成 要 素 が 、 異 な る基 礎 動 詞 と結 び っ いて 数

を 増 や して い く とい う タイ プの もの は含 ま れ な い。 ど ち らか と い う と、 一 語 で 何

か 特 定 の事 柄 を表 す 動 詞 で あ る。maschineschreibenやkegelschiebenな ど に見 ら

れ る よ うに、 比 較 的 新 しい事 柄 を表 し、 最 近 に な って 現 れ た動 詞 が含 まれ て い る。

 これ らの特 徴 は、 表 記 の揺 れ に あ る と い って もよ い。 短 期 間 の 間 に、 定 形 の 表

記 の仕 方 が変 わ るmaschineschreibenやradfahrenな ど は、 そ の 典 型 で あ る。

 特 にradfahrenは 、 用 法 の 差 が甚 だ しい。1908に 見 出 し語 と して 現 れ て 以 来 、

現 在 の よ うな用 法 に落 ち着 くの はL1955で あ る。 以 下 に、 表 記 の 移 り変 わ り を 示

す 。

   1908radfahren;radgefahren(Bの み);6で はRad fahrenの み25)

   1922 radfahren; ich fahre rad;radgefahren;radzufahren;Pに は こ

           の 語 な し;○ で は、Rad fahren;ich fahre Rad 26)

   1934 radfahren;ich fahre rad;radgefahren;radzufahren;0で は、

           Rad fahren;ich fahre Rad 27)

   L1947 radfahren;ich fahre rad;radgefahren;radzufahren;OR:

           Rad fahren;ich fahre Rad usw.;PRとBRに は見

           出 し語 な し28)

   L1955 radfahren;ich fahre Rad;ich bin radgefahren;radzufahren

初 期 に は 、 一般 的 な 分 離 動 詞 と同 じ く定 形 の 場 合 に 、 第 一 構 成 要 素 で あ るradが

小 文 字 書 き され る例 も見 られ る。 しか し、L1947の 記 述 か ら推 測 され るよ う に 、

この用 法 は、 いず れ か の 公 用 正 書 法 規 則 に記 載 さ れ て い る と言 うよ り も、Duden

が推 奨 す る書 き方 か も しれ な い。 しか しな が ら、1908に はBayernの 正書 法 規 則

が一 語 書 き の見 出 し語 を載 せ て い る と い う こ ζ は、 こ の よ うな書 き方 が 見 受 け ら

れ た と い う こと も考 え られ る。L1955以 降 は、 Mannheim-DudenもLeipzig―Duden

も、 定 形 で 分 離 した第 一 構 成 要 素 を大 文 字 書 き す る の は変 わ つ て い な い。 こ の用

法 が どの よ うな経 緯 を た ど って現 れ た か は 、 こ こか らは不 明 で あ る。

 maschineschreibenは 、 初 め て 見 出 し語 と して 現 れ るの は、1934で あ る。 これ

も、 現 在 の用 法 に落 ち着 くま で異 同 が あ る の で、 次 に示 す 。
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       1934 maschineschreiben;ich schreibe maschine;maschinegeschrieben;

             maschinezuschreiben

       1947 同 上

      L1955 maschineschreiben;ich schreibe Maschine;maschinegeschrieben;

             maschinezuschreiben

1934に 見 出 し 語 と し て 現 れ て 以 来 、 一 般 的 な 分 離 動 詞 と 同 様 、 定 形 で 分 離 し た

第 一 構 成 要 素maschineは 小 文 字 書 き さ れ て い た が 、 こ の 語 の 場 合 もL1955以 降 、

現 在 と 同 じ く 大 文 字 書 き す る と さ れ て い る 。

3.4形 容 詞+動 詞

形 容 詞+動 詞 に つ い て は 、 第 一 構 成 要 素 毎 の 見 出 し 語 の 数 と 、 そ の う ち の 意 味 規

定 の あ る 語 の 数 の 表 を あ げ る 。 見 出 し 語 毎 の 詳 細 な 表 は 、 附 録 参 照 。

数字 は見 出 し語 の数 。括弧内 は、その うち意 味規定 されて いる語 の数。

           18601908191119221934;L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956M1961M1967M1973M1980M19861991

fern  IX 1245i848888899899ig

fest   133111113(2)12(10)13(11)13(11)13(12)14(12)11(7)13(10)14(10)26(13)29(15)29(15)29(15)

frei           1   7  7(1) 7(5)10(8)10(9)12(12)i2(12)12(12)12(12)12(12)Y 1(10)11(10)11(io)13(12)is(15)17(16)江7(16)

g皇eich          x  4(1)4(1) 7(7)8(7) 8(7) 9(9) 8(8) 8(8) 8(8) 8(8) 8(8) 9(9) 10(10)10(10)10(10)10(10)10(10)

gut          3   5   5  7(7)7(7) 8(8) 7(7) 8(8) 8(8) 8(8) 7(7) 8(8) 8(8) 9(9) 9(9) 9(9) 9(9) io(9)

le玉chし          x   ×   ×   ×   ×    1   2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 3(3) 3(3) 4(4) 4(4) 4(4)

nahe         x   X   ×  6(6)6(6) 6(6) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7) 7(7)

offen        ×  1(1)1(1)3(3)4(2) 4(2) 4(4) 4(4) 4(4) 4(4) 4(4) 5(5) 5(5) 5(5) 5(5) 5(5) 5(5) 5(5)

richtig         ×  ― ×   ×  2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3)

sauber         ×   ×   ×   ×   i   1    1    1    1    2    2    1    2    2    2    2    2    2

schwer      x  ×  x 2(2)2(2)3(2) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3) 3(3) 5(4) 5(4) 5(4) 5(4) 5(4)

 tot          》〈   3   3   11  13  13   13  11(1)11(1)12(1)11(i)  13  14(1)14(6)15(7)15(7)15(7)16(7)
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3,4.1.考察

 一番見出 し語の増加が急激であるということが、形容詞+動 詞に属するものの

特徴である。特にfestを 第一構成要素 に持っ動詞 は、20世 紀後半の50年 弱の間

に3倍 近 く見出 し語が増えている。L1987で は14し か見出 し語を載せていないの

に対 して、同じ時期のM1986で は29もの見出 し語を載せていることから、ここで

もMannheim―Dudenの 方が、新 しい語を載せ るのに積極的なことが見て取 れる。

ほぼ同 じ時期のL1987とM1986で 比較す ると、 naheを 第一構成要素 として持っ

もの以外 はすべて、M1986の 方が見出 し語の数が多い。

 また、すべての語に意味規定がなされているとは言えないまでも、かな り高い

割合で、一語書きする際の意味が記述 されているの も、他の品詞を第一構成要素

に持つ分離動詞には余 り見 られない、形容詞+動 詞に属するものの特徴である。

 1908と いう早い時期に意味規定の記述があるの も、注 目すべ き点である。意味

規定がある語はoffenstehenで あり、一語書 きと分かち書きの見出し語を並記 し

た上で、「前者はfreistehen, gestattet sein(許 されている)と いう意味」 との

注記がある。明らかに 「新 しい概念を表す場合 は一語書 き」が意識 されている例

である。前述のように、 この時点ではまだ、「新 しい概念を表す場合は一語書 き」

というのは規則化 されていない29)。同 じく1908に 意味規定のあるgleichmachen

と、先に挙げたbekanntmachenの 場合は、分かち書 きの見出 し語 との対比がな

いが、 この場合は分かち書 きの語と並記 しているために、一語書 きと特定の意味

が関連 していることがはっきりしている。

4.正書法と分離動詞の関わり

 以上のことか ら見て取れるのは、今回調べた、新正書法の導入によって分離動

詞のカテゴリ―からはずされ、分かち書 きされ るよ うになる動詞 は、Duden正

書法辞典が出版 されて以来の約100年 の間に、徐々に正書法 に認め られ、分離動

詞として見出し語 に加え られてきたとい うことであ る。特 に、例えば1assen、

bleibenの ような基礎動詞 に、様々な動詞 の不定詞の第一構成要素 がついて語彙

を増やしていくタイプの ものや、形容詞の第一構成要素 の多 くのよ うに、第一構

成要素に比較的自由に基礎動詞が結びついて、語彙を増 やしていくタイプの もの
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に そ うい う もの が 多 い 。 す な わ ち、 か な り生 産 性 が 高 い もの で あ る。

 一 方 、 名 詞+動 詞 の 構 成 を 持 つ もの で 、radfahren、 kegelschieben、 maschine-

schreibenの よ うに、 比 較 的 最 近 に現 れ、 特 定 の第 一 構 成 要 素 と基 礎 動 詞 が 結 び

つ い て 新 しい 事 柄 を表 す 語 も、 新 正 書 法 導入 に よ り分 離 動 詞 の カ テ ゴ リー か らは

ず れ る もの で あ る。 ま た、 これ らは分 離 動 詞 と して は不 完 全 な 定 形 、 過 去 分 詞 形

を持 っ と い う事 情 も、 考 慮 に 入 れ るべ きだ ろ う。 規則 の 改 定 に よ つて 変 則 的 な語

形 を排 除 す る方 が 、 変 則 的 な 分 離 動 詞 と して 扱 う よ りも、 合理 的 と見 な す こ と が

で き る。

 新 正 書 法 に よ って も一 語 書 き の ま ま残 る動 詞 と して は、 まずacht、 statt、 七eil

の よ うな 、 わ ず か な 基 礎 動 詞 と しか 結 び つ か ず 、 同 じ第一 構成 要 素 を持 つ 見 出 し

語 が大 幅 に増 え た り しな い よ うな動 詞 が あ る。 ここに は、preisgeben、 standhalten

の よ う に、 た だ一 っ の 基 礎 動 詞 と しか結 び っ か な い もの も含 まれ る。

 しか しなが ら、 必 ず し も こ の よ う に、 新 正 書 法 に よ って 分 離 動 詞 の カ テ ゴ リー

か ら はず れ る もの と残 る もの を 明確 に分 け られ るわ けで はな い 。

 ま ず 、 名 詞+動 詞 の構 成 を持 ち、 分 離 動 詞 と して 残 る もの に は、heim、 irre

とい う第 一 構 成 要 素 を持 っ も の が含 まれ て い る と い うこ とが 挙 げ られ る。 つ ま り

これ らは、 形 容 詞+動 詞 の 構 成 を 持 っ 動 詞 と同 じ く、 様 々 な 基 礎 動 詞 と結 び っ い

て語 彙 を 増 や して い く タイ プで あ る。 特 に、heimを 第 一 構 成 要 素 に 持 っ 動 詞 に

は そ の 傾 向が 強 い。3.3.1.で あ げ た表 が示 す よ うに、heimgebenの よ う に早 々 と

消 え る語 彙 もあ れ ば、Leipzig-Dudenで はL1969以 降 姿 を 消 すheimgehen、20世

紀 後 半 に よ うや く現 れ るheimgeigen、 heimreisen、 heimwollenな ど も あ り、 他

の 名 詞+動 詞 の 構 成 を 持 ち、 分 離 動 詞 と して 残 る もの に比 べ る と、 語 彙 の 変 動 が

激 しい。

 ま た、 今 回 の 調 査 だ けで は不 十 分 で あ るが 、 形 容 詞+動 詞 と い う構 成 を 持 っ 動

詞 は、 他 の組 み 合 わせ の も の と比 べ る と意 味 規 定 の あ る もの が 非 常 に多 い が、 こ

れ らの う ち、 「程 度 を 表 す 語 を 付 加 した り、 比 較 変 化 で きな い 」 と い う条 件 が 当

て は ま っ て分 離 動 詞 と して 残 る も のが どれ だ け含 まれ るか は 、 さ らな る検 討 を 要

す るだ ろ う。 新 正 書 法 は一 語 書 き ・分 か ち書 き を区 別 す るの に、 文 法 的基 準 を 採

用 して い るよ うに見 え るが 、 実 際 に は1.3.で あ げ た よ うな 、 特 定 の 意 味 で 用 い ら

れ る動 詞 が一 語 書 き され る もの と して 残 され 、 「新 た な概 念 を 表 す 場 合 は一 語 書

き」 と い う従 来 の原 則 も残 して い る よ うに思 わ れ るか らであ る。
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 結局、新正書法が何をもって一語書 きのまま残すか、分かち書 きするか決定 し

ているかについては、はつきりしないままである。

 ところが、捉え方を変えて、正書法がかなり恣意的で人為的な規則であるとす

ると、この状況はまた違 った風 に見えて くる。っまり、従来の正書法、 「新 しい

概念を表す場合は一語書 き」に基づ くものは、意味規定があれば(な い場合も多

いのだが)、 積極的 に分離動詞のカテゴ リーに含まれる語彙 を増 やす ことを許

す規則であると言えよう30)。このことは、 これまで にあげた表及 び、附録の形容

詞+動 詞 という構成を持つ見出し語の表で、 ここ100年 あまりの間に、 どれほど

多 くの語が分離動詞 として新たに見出 し語 に現れてきたかが示 している。 この傾

向はMannheim―Dudenで より強 く見 られることは、 これ まで述べて きたとお り

である。

 それに対 して新正書法は、分離動詞のカテゴ リーをかなりの範囲で引き縮める

ように作 られたと言える。つまり、膨大に広が り、境界が曖昧になってしまつた

ものに、 もう一度新 しく明確な境界を与えようという試みと理解することができ

る。それは特に、radfahrenに 代表され るような、不規則な語形を持っ ものを分

離動詞のカテゴリーから出 し、Auto fahrenの ような名詞 と動詞 との慣用的用

法へ組み入れることで、分離動詞というカテゴ リ―を規定する上での基準の複雑

さを排除 しようとしたところに見 られる。

 確かにこのように見ると、分離動詞のカテゴ リ―の範囲 は、正書法にかなり依

存 している。しかしこれもまた視点を変えてみ ると、分離動詞のカテゴリーはど

んどん広がっていくものであり、収拾がっかないために規則が必要になるという

ことかもしれない。今回の正書法改定で分離動詞のカテゴリ―はかなり狭まった

とはいえ、 これが新たな語を取り入れる可能性を持 たないものだとは言えない。

特に、形容詞+動 詞という構成を持っ動詞の一語書 き ・分かち書 きを定める際の、

文法的基準を採用してはいるが、いささか境界線が曖昧なところに新たな語が取

り込 まれる可能性 は、十分に見て取れる31)。このような意味においては、 「自ら

のうちに新 しい語を取り込めるという点、すなわち閉鎖的でないという点で、分

離動詞は開かれたカテゴリーである32)」ということは妥当であり、正書法はある

意味で、止めどな く広がろうとする分離動詞のカテゴ リーに、枠をはめる役割を

果たしているのである。
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                   註

1)執 筆 時 に は、 まだ 施 行 時 期 の詳 細 等 は不 明 で あ る。

2)新 正 書 法 で扱 わ れ る分 野 は、 以 下 の 通 り で あ る。

  ALaut-Buchstaben-Zuordnung(einschlieﾟlich Fremdw�terschreibung)

   音 と綴 りの対 応 関 係(外 来 語 書 記 を含 む)

  BGetrennt-und Zusammenschreibung  分 か ち 書 き ・一 語 書 き

  CSchreiburlg皿it Bindestrich  ハ イ フ ンを含 む 語 の 書記

  DGroﾟ一und Kleinschreibung  大 文 字 書 き ・小 文 字 書 き

  EZeichensetzung  句 読 法

  FWorttrennung am Zeilenende 分 綴 法

3)こ こ で の新 正 書 法 の規 則 は、 次 の 、 改 革 案 と して ま とあ られ て 出版 さ れ た 本 に 依 拠 し

  て い る。

  Internationale Arbeitskreis f� Orthographie:Deutsche Rechtschreibung.

  Vorschl臠e zu ihrer Neuregelung. Narr, T�ingen,19932

   お そ ら く、 近 々 出版 予 定 のDuden正 書 法 辞 典 第21版 に は、 これ に 変 更 が 加 え られ た

  後 の、 決 定 稿 と して の 新 規 則 が 掲 載 され る と思 わ れ る。

4)1901年 に定 め られ た、―公 的 な正 書 法 規 則 に は、 一 語 書 き ・分 か ち書 き分 野 は含 ま れ て

  い な い。 従 って 、 現 行 の規 則 と してDudenを 参 照 す る こ と にす る。

5)Duden;Rechtschreibung der deutschen Sprache.199120 S.62

6)こ こで は、 複 合 動 詞 を 不 定 詞 で 書 い た場 合 の、 前 に来 る 要 素 、 つ ま りleichtfallenの

  例 で は!eichtを 第 一 構 成 要 素 と呼 び、 後 に来 る要 素 ―fallen― を 第 二 構 成 要 素 、 ま た

  は基 礎 動 詞 と 呼 ぶ 。

7)正 書 法 の規 則 と そ れ か らは み 出 す 例 にっ い て は、 『分 離 動 詞 の認 定 を め ぐる諸 問 題 』S.

  54-56を 参 照 。

   中村 直 子:分 離 動 詞 の認 定 を め ぐる諸 問題 In:研 究報 告第8号 1995

8)Mentrup:Zwischenbilanz zur Neuregelung der deutschen Rechtschreibung.

  In:Deutsche Sprache 19925.264

9) a.a.0.

10)た だ し、 程 度 を表 す 語 を付 加 で き た り、 比 較変 化 で き る もの に 限 られ る。

11)第 二 次大 戦 以 降 の 、MannheimのBibliographisches Institut及 び、 こ れ に よ っ て

  編 集 され た 正 書 法 辞 典 を こ う呼 ぶ こと とす る。

12)前 者 に対 して 、 第 二 次 大 戦 以 降 の、LeipzigのBibliographisches Institut及 び、 こ

  れ に よ って 編 集 され た正 書 法 辞 典 を こ う呼 ぶ こ と とす る。

13)Konrad Dudenの 仕 事 と、1961年 第15版 ま で のMannheim-Dudenの た ど っ て き た

  道 筋 につ いて は、 以 下 の文 献 に詳 しい。

  Grebe, Paul:Geschichte und Leistung des Dudens. In:Wirkendes Wort

  1962
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14)ど の版 を 用 い た か に つ いて は、 文 献 一 覧 を 参 照 。

15)た だ し、 動 詞+動 詞 の もの に 限 って は、 同 じ基 礎 動 詞 を 持 っ もの が い くつ 挙 げ ら れ て

  い る か を調 べ た もの もあ る。

16)年 号 は、Duden正 書 法 辞 典 の そ れ ぞ れ の 版 の 出版 年 で あ る。

  Mannheim-Dudenに はM、 Leipaig-Dudenに はLを 、 そ れ ぞ れ 年 号 の 前 に 付 け て 表

  す 。 これ が何 版 に あ た るか な ど、 詳 細 は文 献 一 覧 参 照 。

17)こ れ は 、 一語 書 きす る と特 定 の意 味 で用 い られ る場 合 に、 そ の 意 味 が 記 述 さ れ て い る

  こ とを 表 す。 ま た 、 意 味 的 に限 定 さ れ るよ うな 特 定 の 目的 語 を 取 り、 そ れ が 記 述 さ れ

  て い る場 合、 ま た そ れ を 含 む 例 文 が 記 述 され て い る場 合 も、 こ こに 含 む 。

18)lassenを 基礎 動 詞 に 持 つ複 合 動 詞 は、 過 去 分 詞 でgeの っ く形 とつ か な い形 の 両 方 を 取

  り う る。(例:er hat die Suppe stehenlassen/stehengelassen.)geの っ か な い

  形 は、 一 見、 非 分 離 動 詞 の 過 去 分 詞 の よ うだ が 、 これ は、 この 動 詞 が 非 分 離 動 詞 型 の

  過 去 分 詞 形 を取 る と い うよ り も、1assenと い う動 詞 の 性 質 に か か わ っ て い る よ う に 思

  わ れ る。 後 に は、lassenが 他 の 動 詞 の不 定 形 と結 び っ く場 合 の 過 去 分 詞 は、 gθが つ か

  な い形 の 方 が一 般 的 にな って い く。 しか しな が ら、 こ こで は 、 これ はlassen固 有 の 問

  題 と捉 え 、geの っか ない過 去 分 詞 形 を 作 る ことに は、 特 に注 意 を払 わな い―こととす る。

19)1908で 、Bと い う略号 が 指 して い る の は、,以 下 の 公 用 正 書 法 規 則本 で あ る。(vgl―1908

  Vorbemerkungen X XIV)

  das bayrische W�terverzeichnis von Ammon.

20)vgl.Deutsche Rechtschreibung S.XIX, Herberg/Bau.dusch:Getrennt oder

  Zusa皿men?S.16, Mentrup S―265, Zabel:Die Neuregelung der deutschen

  Rechtschreibung.ln:Der Sprachdienst 1/955.11

  これ らに よ る と、 こ こで は、feststellen-fest stellenに お け る 「新 し い概 念 が 生 じ

  て い る か ど うか に よ る一 語 書 き ・分 か ち 書 き の 区別 」 が見 られ る と い う。 す な わ ち 、

  一 語 書 き のfeststellenが 、 als zweifellos hinstellen「 間 違 い な い と認 め る」 と い う

  比 喩 的 な意 味 で 用 い られ る一 方 で 、 分 か ち 書 き のfest stellenは 、 etwas so stellen,

  daﾟes nicht schwankt「 ぐ らっ か な い よ う に据 え る」 とい う具 体 的 な 意 味 で 用 い ら

  れ るの で あ る。

  尚 、 残 念 なが ら、 今 回 この 版 は手 に入 らな か つ た。

21)1908で6で 示 され て い る の は、 以 下 の 公 用 正 書 法 規 則 本 で あ る。(Vgl.1908 a.a.0.)

   die�terreichische Ausgabe des Regelbuchs von 1904.

  Bは 註19)を 参 照。

22) vg1.1908 a.a.O.

23)1922で6、P、 Bで 示 され て い る の は、 そ れ ぞ れ以 下 の 公 用正 書 法 規 則 本 で あ る。(vgl.

  1922Vorwort V Anm.1)

  0:Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst W�terverzeichnis.

  Groﾟe Ausgabe. Zum Gebrauch f� Lehrer und Sch�er. Durchgesehene

  und erg舅zte Auflage―Wien. Im kaiserlich-k�iglichen Schulb�her一Ver―

  Lage.1913.
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  P:Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst.W�terverzeichnis.

  Herausgegeben im Auftrag des K�iglich Preuﾟischen Ministeriums der

  geistlichen und Unterrichts-Angelegenheiten. Neue Bearbeitung. Berlin,

  Weidmannische Buchhandlung.1914.

  B:Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst W�terverzeichnis.

  Herausgegeben vom K�iglieh Bayerischen Staatsministerium des Innern

  f�Kirchen-und Schulangelegenheiten auf Grund Vereinbarung mit den

  deutschen Bundesregierungen und mit Osterreich. Neue Bearbeitung

  (14.Auflage),M�chen. Verlag von R.Oldenbourg.1914.

24)こ こに は、 分 離 動 詞 と して は 不 完 全 な もの、 す な わ ち分 離 動 詞 の 統 語 的 ・形 態 的 認 定

  基 準 を 完 全 に満 た さな い動 詞 が 多 く含 ま れ る。 分 離 動 詞 の 認 定基 準 と そ れ を 不 完 全 に

  しか 満 た さ な い動 詞 につ い て 、 詳 し くは 『分離 動 詞 の 認 定 を め ぐ る諸 問 題 」 を参 照。

25)B、Oに っ い て は、 註19)、22)参 照 。

26)P、Oに っ いで は 、 註23)参 照 。

27)1934でﾖで 示 さ れ て い る の は、 以 下 の公 用正 書 法 規 則 本 で あ る。(vg1.1934 VOrwort

  S.3*)

  Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst W�terverzeichnis. Groﾟe

  Ausgabe. Zum Gebrauch f� Lehrer und Sch�er. Wien.1930.

28)L1947で 、 OR、 PR、 BRで 表 さ れ て い るの は、 そ れ ぞ れ 次 の公 用 正 書 法 規 則 本 で あ

  る。

  OR:Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst W�terverzeichnis.

  Groﾟe Ausgabe. Zum Gebrauch f� Lehrer und Sch�er. Neubearbeitete

  Auflage, Wien,1935

  PR:Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst W�terverzeichnis.

  Herausgegeben im Auftrag des Reichs-und Preuﾟischen Ministerium f�

  Wissenschaft, Erziehung und Volksbildung. Berlin,1940

  BR:Regeln f� die deutsche Rechtschreibung nebst W�terverzeichnis.

  Herausgegeben vom Bayerischen Staatsministerium f� Unterricht und

  Kultus.52.Auflage, M�chen,1940

29)註20)参 照 。

30)今 回 は、 個 々 の 正 書 法 辞 典 に お い て 規 則 に どの よ うな 変 遷 が あ るか に は、 調 査 が 至 つ

  て い な い。 現 在 の 正 書 法 の 規 則 が 、 「新 しい概 念 を 表 す 場 合 は一 語 書 き」 と い う原 則 に

  立 ち 、 規 則 を整 備 して分 離 動 詞 を 規 定 して い く こ と にっ いて は 、 こ の 先 の 課 題 と した

  い0

31)も ち ろん 、 実 際 に この 文 法 的 基 準 に よ つて 、 どれ だ け の語 が 分 離 動 詞 の カ テ ゴ リ ー に

  入 れ られ る か は 、 新 正 書 法 に よ る 新 しい 正 書 法 辞 典 を 待 たね ば な らな い。

32)『 分 離 動 詞 の認 定 を め ぐ る諸 問 題 』S.62
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     schreibung.In: Deutsche Sprache 1992 S.255-274 

Zabel, Hermann: Die Neuregelung der deutschen Rechtschreibung. In: Der 

    Sprachdienst 1/95 S.1-18 

lic 1'i÷ :-Aft653403,it 295 weg In:i3 ,4,kü feiA 

r"e qi M 8 - 1995 S.39-67 

(Dudent- ..e f 7u ) 

Regeln und Wörterverzeichnis für die deutsche Rechtschreibung zum 

     Gebrauch in den preußischen Schulen. Weidmannsche Buchhandlung, 

    Berlin, 1880 (Nachdruck) 

1880 : Vollständiges Orthographisches Wörterbuch der deutschen Sprache. 

    Nach den neuen preußischen und bayerischen Regeln. Verlag des 

    Bibliographischen Instituts, Leipzig, 1880 (Nachdruck) 

1908 : Orthographisches Wörterbuch der deutschen Sprache. Bibliographisches 

    Institut, Leipzig und Wien, 1908 8 

1911 : Orthographisches Wörterbuch der deutschen Sprache. Bibliographisches 

    Institut, Leipzig und Wien, 1911 8 

1922 : Duden, Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

Bibliographisches Institut, Leipzig, 1922 9 
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1934 : Der große Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und 

 Fremdwörter. Bibliographisches Institut, Leipzig, 193411 

Der große Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter 

Bibliographisches Institut, Leipzig, 193711 

(Leipzig-Duden> 

L1947 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

Duden-Schriftleitung des Bibliographischen Instituts, Leipzig, 1947 13 

L1955 : Duden; Rechtschreibung mit Berücksichtigung der häufigsten 

     Fremdwörter. VEB Bibliographisches Institut, Leipzig, 1955 

L1957 : Der Große Duden; Wörterbuch und Leitfaden der deutschen 

Rechtschreibung. VEB Bibliographisches Institut, Leipzig, 195715 

L1963 : Der Große Duden; Wörterbuch und Leitfaden der deutschen 

Rechtschreibung. VEB Bibliographisches Institut, Leipzig, 196315 

L1969 : Der Große Duden; Wörterbuch und Leitfaden der deutschen 

Rechtschreibung. VEB Bibliographisches Institut, Leipzig, 196916 

L1987 : Der Große Duden; Wörterbuch und Leitfaden der deutschen 

Rechtschreibung. VEB Bibliographisches Institut, Leipzig, 198718 

 <Mannheim-Duden> 

M1956 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

Bibliographisches Institut, Mannheim, 195614 

M1961 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

     Bibliographisches Institut, Mannheim, 1961 15 

M1967 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

Bibliographisches Institut, Mannheim/Wien/Zürich, 196716 

M1973 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

Bibliögraphisches Institut, Mannheim/Wien/Zürich, 197317 

M1980 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 
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 Bibliographisches Institut, Mannheim/Wien/Zürich, 198018 

M1986 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache und Fremdwörter. 

Bibliographische Institut, Mannheim/Wien/Zürich, 198619 

1991 : Duden; Rechtschreibung der deutschen Sprache. Bibliographisches Insti-

    tut, Mannheim/Leipzig/Wien/Zürich, 19912Ö 

—28—



                附 録

Ofern一

記号1× …見出 し語 な し;● …見 出 し語のみ有 り;◎ …分離動詞 として の定形 、過 去分詞形、zu不 定詞形有 り;

  ◇…特別 の語形有 り

     18801908191工19221934LI947 L1955 L1957 L1963 L1969工.正987 M1956 MI96t M1967 Mi9ア3 M1980 M19861991

fembeben    × ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  x  ×  ×  x  ◎  ◎  X  ×

fernbleiben   ×  × ●  ●  ●  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎

femhalten    ×  ×  x ●  ●  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎

fernkopieren     x   x   x   x   X   X    x    X    x    x    X    X    X    X    X    x   Qo    Qo

f,rnl,nk,n X×xx● ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎6◎

rf
ernliegen       ×   ×   ×   ●   ●   ◎    ×   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

fernschreiben     ×   ×   ×   ×   ×    ×    ×    ×    ×    ×    ×    X    ◎   ◎    X    X    ×    X

fernsehen       ×   ×   ×   ×   ×   ◎   ◎   <1>   ◇   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎    ×    ◎   ◎    ◎

fernsprechen       ×    ×    ×    ×  r  X    ◎     x     ◇    ◇    ◇    ◇    ◎     x     x     ×     ×     X     ×

fernstehen       X   ●   ●   ■ 』 ●   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎    ◎

f・m劇 ・m 琴 ×X× × ◎ × ◇ ◇ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ferntrauen  fi x,x  X  X  x  X  x  X  X  X  x ;X  Qo  po  Qo  Qo  Qo

◇…不定詞 のみ使用

0… 不定詞 と過 去分詞のみ使 用

Ofest一

記号:× …見 出 し語 な し;■ …見出 し語のみ有 り;◇ …分離動詞と しての定形有 り;

  ○ …分 離動詞 として の過去分詞形 有 り;◆ …分離動詞と しての定形、過去分詞有り;◎ …分離動詞 としての定形、

  過去分 詞形、zu不 定詞 形有 り;、 ④ …―語書 きの場合の意 味規 定有 り

     18801908191119221934Ll947 L1955 L1957 L1963 Ll969 Ll987 M1956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

festbacken       X   ×   ×   ●   ●   ◎  ◎④  ◎④ ◎④  ◎④ ◎④  ◎逓≧) ◎③  ◎⑧  ◎⑧ ◎⑧ 《)¢毒》 ◎⑧

festbeipen  × × × × × × × × 』× × × × × × ◎◎ ○◎ ○◎ ○◎
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 festbinden X  X  X  •  •  ;  X  00  00  ;  ©  0  00  00  00 

festbleiben X X X X X x X X X X X X x x©(000 00 O® 

festfahrenXXXXXX X X X X X X X X©••• 

festfressenxxXXXX X X X x x X X X xbe OS 00 

festhakenXXXXXx X X X X X X X X-©••• 

festhaltenX x X • • C) 0© ©CO 00 CM) 08 © © • • • 

festheftenX X•X X X © ©©^ ©0 X X © • • • 

festkeilen X X X X X X ©()Q)C)g)©(j)0Z)X.X X X X X X 

festklammern X X X X X X X X X X X X X x©O• v• 

festklemmen XXXXX©X X X X X X X X X X X X 

festkleben X X x • • C)e) CYD ©0 00 CXD © • • • 

festklopfen X X X X X X X X X X X X X X X X X0 

festknotenXXXXXX X X X X X X X X X••• 

festlaufenxxxxXX X X X x x X X X X X x• 

festlegenX • • • • C) 09 09 08 044) oemoofflos 08 08 

festliegenX X X X x X X X X X x x 0.C) ©C) C)C) •0 •C) •0 

festmachen x X X • • CD 0® 0® OS ©10 00 ©0 ©V ©0 ©8 OG (De 0® 

festnagelnX • • • • 0 CXD 01) ©13, *0 •(C; •S 

festnihen X X x X x X X X x x x x X X©••• 

festnehmen X x x • • 00 08 0© 08 ©0 ©0 ©12, 0© ©0) •8 •0) •a 

festrennenXXXXXX X X X X X X X X©••• 

festsaugen X X X X X X X X X X X X X x©••• 

festschnallen X X X X X X X X X X X X X X©••• 

festschreiben X X X X X X X X X X X X X X ©0 "KD •e 

festsetzenX X X X X C) ©9 08 ©ee ©10 oo oe) OS 02 •e 

festsitzen x x X • • 0 X X X x X x(D0©000 0® o® 

feststehen• • • • • 03 0© oe co co ©c) oo oo oe 

feststellen X X X • • Ce ©C) Ce ©0 oe oe 03 OZD C.0 0© oco OGD 

festtreten X X X X X X X X X x© X X X ©••• 

festwachsen XxxxXX X x x X X X X X X • • • 

festziehen X X X X X X X X X X x X X X©••• 
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● … kleben「 く っつ く―」

⑧ …ankleben「 く っつ く」

◎ …sich intensiv und ausdauernd mit et.besch臟tigen「 ～ に集 中 して 、 ね ば り強 く取 り組 む 」

⑪ …anbinden「 結 び っ け る」

⑧ …nicht nachgeben「 屈 月艮し な い」

⑪ …der Kolben hat sich festgefressen.「 ピ ス ト ンは 堅 く くい 込 ん で い た」

◎ …sich a皿Griff festhalten, an sejner Meinung festhalten

  ―「握 りを し っか り っ か む 、 自分 の 意 見 に 固 執 す る」

⑪ …nicht loslassen「 離 さな い」

① …ich werde das lose Band festheften,「 私 は 、 ゆ る ん だ ベ ル トを きっ く締 め るつ も りだ 」

① …mit Keil(en)befestigen「 く さ びで と め る」

⑭ …mit 1め㎞befestigen「 の り で と め る」

① …mit Klebstoff befestigen「 接 着 剤 で と め る 」

⑭ …bestimmen「 決 め る」

⑲ …anordnen「 指 示 す る」

◎ …auf einer Sandbank festliegen「(船 が)浅 瀬 に乗 り上 げ て い る」

⑪ …ein Brett festmachen;ein Gesch臟t festmachen(ein Auftrag abschlieden)「 板 を固 定 す る;取 引 を結 ぶ 」

● 一・・ein Brett festmachen(umg:befestigen);ein Gesch臟t festmachen(kaufm舅n. fllr abschlieﾟen)

  「板 を 固 定 す る;(商)取 引 を 結 ぶ 」

● 一・・ein Brett festmachen(befestigen);ein Termin festmachen(umg:festlegen)

  「板 を 固 定 す る;期 日 を決 め る 」

⑧ …vereinbaren「 取 り決 め る」

① …ln auf et.festlegen「 … を ～ に縛 り付 け る」

⑪ …verhaften「 逮 捕 す る 」

⑰ …durch einen Vertrag o―舸orlaufig festlegen「 協 定 等 に よ って 、 ― 時 的 に取 り決 め る」

⑰ …gefangennehmen, bestimmen, anordnen「 捕 らえ る、 決 め る、 指 示 す る」

⑭ …gefangennehmen「 捕 らえ る」

⑦ …bestimmen, anordnen, gefangensetzen「 決 め る 、 指 示 す る、 監 禁 す る」

② …nicht mehr weiter k�nen「 こ れ 以 上 動 か な い 」

② …nicht weiter kommen, weiter k�nen「 これ 以 上 進 め な い、 動 か な い 」

⑤'・・nicht weiter k。 ㎜en「 こ れ 以 上 進 め な い 」

◎ ・・sicher, gewiﾟsein「 確 か で あ る 」

⑥ …Gewiﾟheit verschaffen「 確 か め る 」

◎ …ak3 zwe�llos er皿itteln「 間違 い な く確 か め る」

① …nachdrackGch舫ssprechen「 強 調 して 口 に 出 す 」
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Ofrei一

記号:× …見 出 し語 な し;● …見 出 し語 のみ有 り;○ …分離動 詞 と しての過去分詞形 有 り;◎ …分離動 詞 として の定形、

   過去分詞 形、zu不 定詞形有 り;④ …一語書 きの場合 の意味規定有 り

       18801908191119221934L1997 L1955 Li957 L1963 L1969 L1987 MI956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

freibek。mmen  × × × × × × ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎ ④ ●④ ●④ ●④ ●④ ●④ ●④ ●④

freigeben       X   ●   ●   ●   ●   ●  ◎③  ◎煽) ◎)(巨) ◎⑧ ◎⑧  ●   ●   ●   ●   ●   ●   ●

freihaben   × × x × × x ◎◎ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ×  × ×  × ●⑪ ●⑤ ●⑭

freihalten   ● ● ● ●⑤ ●㊦ ●⑲ ◎◎ ◎⑥ ◎◎ ◎⑥ ◎⑭ ●① ●① ●① ●① ●① ●① ●③

freikaufen   × × x X ―× × x  ×  ×  ×  ×  x  × × ●⑭ ●⑳ ●⑭ ●⑭

freikommen  X X × × ●① ●⑭ ⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎ ⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭

freilassen  × ● ● ●⑲ ●◎ ●◎ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎

frenaufen   × × × x x x ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  × ●◎ ●◎ ●③ ●◎

freilegen        ×   ●   ●   ●   ●  ●(H) ◎⑪  ◎⑪  ◎⑪  ◎⑪ ◎⑪  ●⑪  ●⑪ ●(9) ●⑭ ●⑪  ●⑪  ●⑯

freimachen  I x …   OO・ ●!・ ●os os os os os・ ● ・● ・0-8・8・8・8

fre孟pressen       ×   ×   ×   ×   ×    ×    ×    ×    x    ×    ×    ×    ―×    x    ×   ■⑰  ■⑰  ●⑰

freischwimmen X × × × ○⑳ ●⑳ ◎⑭ ◎⑳ ◎⑳ ◎⑳ ◎⑭ ●⑳ ●⑭ ●⑳ ●⑳ ●⑳ ●⑳ ●⑳

freisetzen   X × × × × × ×  X ×  × × ×  × × × ●⑰ ●⑰ ●⑰

freispielen   x × × X x × ×  ×  x  x  ×  ×  × ×  ×  × ●② ●②

freisprechen Ix …   ● ・OO i・OO o a o a o a o a o a i・● ・O・ ● ・● ・● ・●i・ ●

freistehen   X ● ●@● ◎ ●◎ ●◎ ◎◎ ◎◎ ◎⑥ ◎◎ ◎◎ ●⑥ ●④ ●④ ●④ ●◎ ●◎ ●◎

freistellen   × X × × ●① ●① ◎⑧ ◎⑧ ◎⑧ ◎⑧ ◎⑧ ●① ●① ●⑦ ●① ●① ●① ●(D

④ …eine Stunde frei6ek。㎜en「1時 間の休みを もらう」

⑧ …lm eine Stunde freigeben, jn freigeben(freilassen)「 ～に1時 間の休み を与 え る、 ～を釈放 す る」

◎ …10tage freihaben「10日 の休みで ある」

⑪ …Urlaub Ferien haben「 バ カンス、休暇 である」

⑭ …Urlaub, keinen Diest haben「 バ カ ンスで、 仕事 がない」

⑥ …ich werde dich freihalten―(f� dich bezahlen)「 君 にお ごるよ」

◎ …f�jn bezahlen「 ～の分 の勘定 も払 う」

● …f�jrt bezahlen;die Ausfahrt freihalten(unbesetzt lassen)

  「～の分の勘定 も払 う、出入 り口にっ き駐車禁止」

IQ…ich werde dich freihalten .(f� dich bezahlen);ich werde den Stuhl freihalten.(belegen)

  「君 にお ごるよ;席 を取 ってお くよ」

① …ich werde dich freiha比en―(f� dich bezahlen);ich werde den Stuhl freihalten.(belegen);die Ausfahrt freihalten
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  (nieht vers七ellen)

 「君 にお ごるよ;席 を取 ってお くよ;出 入 りロにっ き駐車禁止」

⑭ …durch ein L6segeld befreien「 身代金 を払 って釈放 させる」

①…von Milit舐「 除 隊にな る」

⑭…loskonunen「 舳 にな る」

⑲ …eNen aus der Gefangenschaft, den Fesseln「 囚われの身か ら、束縛か ら自由 にす る」

◎ …einen Gefangenen「 囚人を 自由にす る」

⑪ …in die F7eiheit entlassen「 解放す る」

⑨ …beim Fuﾟballspiel「(サ ッカ―で)独 走 す る」

⑪ …entbl�en;deckende Schichten entfernen「 露 出させる、覆 いを取 り去 る」

③ …Briefe freimachen「 手 紙 に切手 を貼 る」

① …Postw― 「(郵)切 手 を貼 る」

⑪ …Postw―;sich frei皿achen(Zei七nehmen)「(郵)切 手を貼る;時 間をあけ る」

⑰ …Postw、, ein paar Tage freimachen(Urlaub machen), sich freimachen(Zeit nehmen)

  「(郵)切 手 を貼 る;2、3日 休暇を取 る;時 間 をあける」

⑰ …durch Erpressung ls Fre且assung erzwingen「 圧力 によって、釈放 を強要 する」

⑳ …die Schwimmprufung ablegen「 遊 泳試験 に合格す るJ

⑰ …aus einer Bindung l�en「 束縛 か ら自由 になる」

② …Sport「 自由演技す る」  、

④ …von Schuld「 無罪 の判 決を下 す」

● …f�nicht schuldig erkl舐en;Handwerk:zum Gesellen erkl舐en

  「無罪 の判決 を下す;(職)徒 弟 に職 人免許 を与 える」

◎ …gestattet sein「許 されて いる」

⑥ …das soll du freistehen.(gestaut sein)「 それを して もいいよ」

○ …das soll dir freistehen.(gestattet sein);das Haus hat lange freigestanden.(war unbenutzt)

  「それ を して もいい よ;そ の家 は長 い間空 き家 だった」

⑦ …erlauben「 許可 す る」

⑧…�erlassen, erlauben「 任せ る、 許可す る」

○ …9工eich一

記号 ,=×… 見出 し語 な し;● …見出 し語 のみ有 り;◇ …分離動詞 と しての定形有 り;○ …分 離動詞 としての過去分詞形有

   り;◎ …分離 動詞 と しての定形、過 去分詞形 、zu不 定詞形有 り; ④ …一 語書 きの場 合の意味規定有 り

        18801908正91119221934L1947 Ll955 L1957 L1963 L1969 Ll987 M1956 M1961 M1967 M1973 M1960 M19861991

gleichbleiben     ×   ◇  〈〉 〈〉⑧ 〈〉④ 〈〉④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎ ④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎⑧

gleichkommen  X ● ● ◇嬢 ●③ ●⑧ ◎③ ◎③ ◎⑬ ◎⑧ ◎⑧ ●⑧ ○③ ○⑧ ○⑭ ○⑬ ○③ ○③

gleichmachen、 x● ◎ ●◎ ●⑪ ●◎ ●⑪ ◎ ⑧ ◎⑭ ◎⑪ ◎⑧ ◎⑪ ●◎ ●⑪ ●⑪ ●⑪ ●⑪ ●⑪ ●⑪

gleichschalten X × × × ● ● ◎⑪ × x × × ●⑥ ●◎ ●⑥ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎

gleichsehen   × × × ●⑭ ●⑭ ●⑪ ◎① ◎① ◎① ◎① ◎① ●⑭ ●⑳ ●⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭ ●⑭

gleichsetzen  × × × × × × ◎① ◎① ◎① ◎⑪ ◎⑭ x x ●⑲ ●⑲ ●⑲ ●⑲ ●⑲
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gleichstehen     X   ×   ×  ●◎ ■◎ ●◎ ◎◎ ◎ ◎ ―◎◎ ◎◎ ◎◎ ●◎  ●◎ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎ ●◎

9星eichste旺en     ×   ×   X  ●(D●(e)● ⑪ ◎⑪ ◎ ⑪ ◎⑪ ◎⑪ C)(}} ●(D  ●⑪ ●②  ●⑪ ●⑪ ●⑫ ●([動

gleichtun   X ● ● ◇⑧ ●⑧ ●③ ◎⑧ ◎ ③ ◎③ ◎③ ◎⑧ ●⑧ ●⑧ ●③ ●⑧ ●③ ●③ ●①

gleichziehen  x × x x x × x  x  x  ×  ×  x ●⑪ ●⑪ ●◎ ●⑰ ●⑪ ●⑰

④ …unver舅dert bleiben「 不変で ある」

⑧ …erreichen「 匹敵する」

◎ …den Erdboden gleichmachen「 地面をな らす」

⑪ …angleichen「 合わせ る」

⑭ …angleichen, eben machen「 合わせ る、等 しくす る」

● …einheitlich durchf�ren;in gleiche Richtung, unter den gleichen Hut bringen

  「画一 的 に行 う;同 調 させ る」

◎ …einheithch durchf�ren「 画―的 に行 う」

⑪ …臧nlich se{n「似 ている」

① …臧neln「 似て いる」

① …i皿Aussehen gleichen「 見 た目が同 じである」

⑭ …臧nhch sehen「 同 じように見 える」

① …血ejns setzen「 同等 に扱 う」

⑭ ・―・vergleichbar―machen「 対比 させ る」

⑲ …et皿it einer Sache gleichsetzen「 ～を… と同等 に扱 う」

◎―…gleich sein「 同じであ る」

⑫ …gleichmachen「 等 しくす る」

◎ …auf die gleiche Stufe stellen, anglek}hen「 同 じ位 置に置 く、 合わせ る」

⑧ …auf die gleiche Stufe stellen「同 じ位置 に置 く」

⑧ …erreichen「 匹敵す る」

① …nacheifem「 負けまいとす る」

⑰ …teehn―:ugs.auch f�:in gleiche Weise handeln「(技 術)(俗)同 じよ うに振 る舞 う」

⑰ …(T㏄ 恥ik)「(技 術)」
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O・ ・gut一

記号:× …見出 し語 な し;● …見 出 し語の み有 り;◇ …分離動詞 と しての定形 有 り;○ …分離動詞と しての過去分詞形有

   り;▽ …分利動詞 と してのzu不 定詞形有 り;◆ …分離動詞 と しての定形 、過去分詞 有 り;

   ◎…分離動詞 と しての定形、過 去分詞形 、zu不 定詞形有 り;④ …―語書 きの場 合の意味規定有 り;

   ◇…特別の語形有 り

       18801908191119221934L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 Mt956 M1961 MI967M1973 M1980M19861991

gutachten    二  x   ×   ×   ×   ×    ×    ×    ×    ×    ×    x    x    ×    x    x    ×    ×    ◇

gutbringen   × × × × × ●④ × ◎④ ◎④ ◎⑧ × ○④ ○④ ○④ ○④ ○④ ○④ ○④

gutgehen   × × × × × ×  ×  x ×  × ×  × × ○⑧ ○⑧ ○⑧ ○⑧ ○⑧

guthaben   X × × ●◎ ●⑪ ●⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎◎ ◎◎ ◇◎ ◇⑪ ◇⑪ ◆⑪ ◆⑨ ◆⑪ ◆⑪

gutheiﾟen   ● ● ● ◎③ ◎③ ●⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑤ ◎⑭ ◎⑭ ●⑭ ○⑧ ○⑧ ○⑭ ○⑭ ○⑭ ○⑭

gutmachen  ● ● ● ●⑪ ●⑥ ●⑥ ◎⑪ ◎① ◎① ◎① ◎⑭O⑥ ○① ○① ○① ○① ○⑪ ○①

gutsagen   × ○ ○ ◎⑭ ◎⑭ ◇⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ○⑭ ○⑭ ○⑭ ○⑭O⑭ ○⑭ ○⑭

gutschreiben  × × × ◎⑲ ◎⑲ ◇⑲ ◎⑲ ◎⑲ ◎⑲ ◎⑲ ◎⑲O⑲ ○⑲ ○⑲ ▽⑲ ▽⑲ ▽⑯ ▽⑲

gutsprechen  × ○ ○ ●◎ ●◎ ●⑫ ◎⑫ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎@O◎ ○⑧ ○⑪ ○⑧ ○⑧ ○⑪O⑧

guttun    ● 0 0◎ ③ ◎① ●① ◎⑪ ◎⑰ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ○◎O⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑭ ○◎ ○⑪

④ …kaufm―f�=gutschreiben「(商)貸 し方 に記入 する」

● …sich in einen angenehmen Zustand befinden;ein gutes Ende nehmen

  「よ い状態 のままであ る;よ い結果 になる」

◎ …zu fordern haben「 貸 しがある」

⑪ …kaufm―f�=zu fordern haben「(商)貸 しがある」

⑧ …billigen「 同意 す る」

⑭ …auf g�lichem Wege erledigen「 穏 やかな方法 で処理 す る」

◎ …auf g�lichem Wege erledigen;in Qrdnung bringe叫erwerben, Vorteil erringe叫Pflanzenzucht=veredeln

  「穏やか な方 法で処理す る;整 え る;入 手す る、利益 を手 に入れる;(栽 培)(接 ぎ木 して)品 種改良す る」

● …g�lich erledigen;Vorteil erringen, einsparen

  「穏やか に処理 す る;利 益 を手 に入 れる、節約す る」

IQ…in Ordnung bringen, ausgleichen;Vortell erringen, einsparen;bot.:veredeln

  「整え る、均― 化す る;利 益 を手 に入 れ る、節約す る.;(植)品 種改良 する」

○ …in Ordnung bringen, ausgleichen;Vorteil erringen, einsparen;umg.f�:veredeln

  「整え る、均一 化す る;利 益を手 に入れ る、節約 する;ζ 俗)品 種改良 する」

● …in Ordnung bringen, ausgleichen;Vorteil erringen, einsparen

  「整え る、均一 化す る;利 益を手 に入れ る、節約 する」

● …auf g�lichem Wege erledigen;in Ordnung bringen;erwerben, Vorteil erringen

  「穏や かな方 法で処理 する;整 え る;入 手す る、利益 を手 に入れる」

⑭ …b�gen「 保証す る」
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⑲ …anrechnen「 貸 し方に記入す る」

◎ …b�gen「 保証す る」

⑫ …b�gen, gutsagen「 保証す る」

◎ …landsch―:gutsagen「(方)保 証す る」

⑪ …veralt―noch mdal―f�:b�gen, gutsagen「(古 びて いるが 、 まだ方 雷で)保 証 す る」

③ …auch:folgsam sein「 従順であ る」

① …wohltun;auch=folgsam seh1「気持 ちがよい;従 順で あ る」

⑪ …wohltun「 気持ち がよい」

◇…nur im Infinitiv und Partizip 「不定詞 と現在分 詞形 のみで」

O… leicht一

記号:× …見 出 し語な し;○ …分 離動 詞 としての過去分詞形 有 り;◎ …分離動詞 としての定形、過去 分詞形、zu不 定詞形

   有 り;④ …一語書 きの場 合の意 味規定 有 り 』

        18801908191119221934;L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 M1961 M1967M1973M1980M19861991

1eichtfallen   × × × × × × ◎⑪ ◎④ ◎④ ◎⑧ ◎④ ○⑪ ○⑥O③ ○⑧ ○③ ○⑭ ○⑧

leichtmachen   ×  x  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎

leichtnehmen  × × X × × ◎ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ○⑭ ―○⑭ ○⑭ ○⑧ ○⑨ ○⑭ ○⑥

Leichttun   x X × x × × x × × × × x × × × ○⑪ ○⑪ ○ ⑧

④…keine M�e venlrsachen「 苦労がい らな い」

⑬…keNe Anstrengung erfordern「 努力 を要 しな い」

◎…wenig M�e machen「 余 り苦労 がない」

⑪…auf die leichte Schulter nehmen「 軽 く考え る」

⑭…nicht M�e darauf verwenden「 苦労 がい らない」

●…ich habe mir oder mich leichtgetan dabei.(es ohne Schwierigkeiten, Hemmungen bew舁tigt)

  「楽 に、蹟躇 なくできた」
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O… nahe一

記号:× …見出 し語な し;● …見 出 し語 のみ有 り;○ …分離動詞と しての過去分詞形有 り;◎ …分離動詞 と しての定形、

  過去 分詞形、zu不 定詞形 有 り;④ …一語書 きの場合の意味規定有 り

       18601908191119221934L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987・M1956 M1961M1967M1973M1980M198611991

naheb血gen  × × x × × × ◎⑧ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ○⑧ ○⑧ ○⑧ ○③ ○③ ○◎O◎

nahegehen   × × × ◎⑪ ◎ ⑭ ●⑪ ◎⑥ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎㊦ ○⑪ ○⑧ ○⑪ ○⑯ ○⑪ ○⑪ ○⑪

nahekommen  × × × ◎⑪ ◎ ⑪ ●① ●① ●① ●① ●① ●①O① ○① ○① ○① ○① ○① ○①

nahelegen   × × × ◎⑪ ◎⑭ ●⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑭ ○⑭ ○⑭ ○⑭ ○⑳ ○⑭ ○⑭ ○⑭

naheliegen  X X × ◎⑪ ◎① ●① ◎① ◎① ◎① ◎⑪ ◎① ○⑭ ○⑲ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎

nahestehen   × × × ●⑪ ●⑪ ●◎ ◎㊥ ◎⑪ ◎⑫ ◎② ◎⑫O◎ ○⑩ ○◎ ○◎ ○◎ ○⑥ ○◎

nahetreten   × × × ●⑪ ●⑧ ●⑬ ◎⑭ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑧ ◎⑧ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑧

④ …beibringen「 覚え込 ませ る」

⑧ …Verst鋤dn給erwecken「 理 解を呼 び覚 ます」

◎ …erl舫tern―vertraut machen, Verst舅dnis erwecken「 解 説す る、馴 染ませる、理 解を呼 び覚 ます」

⑪ …geistig=ergreifen「(精 神的 に)捉 える」

③…seelisch;ergreifen, zu Herzen gehen「(精 神的 に)捉 える、心 に訴え る」

⑪…seelisch ergre�n「 精神的 に捉え る」

◎…seelisch ergre�n, zu Heran gehen「 精神 的に捉え る、心に訴える」

⑪ …geistig r(精 神的な意味 で)」

① …fast gre�n「}ま とん ど捕 らえ る」

① …fast�ereinstin皿en「 ほとんど一 致す る」

⑭ …empfehlen「 勧 める」

⑪…leicht fagbar, Ieicht verst舅dlich sein「容易 に理解で きる」

⑭…leicht verst舅dlich sein「 容易 に理 解で きる」

⑲…leicht finden, Ieicht verst舅dlich sein「 容易 に理 解できる」

◎…leicht zu血Aden seln「 容易 に分 か る」

⑪…befreundet, vertraut sein「 親密で ある」

◎…befreundet, vertraut, verbunden sein「 親密で ある」

⑧…befreundet, vertaut werden「 親密 にな る」

QS…befreundet, vertraut werden;�terr.nur:jm nahetreten(jn beleidigen)

  「親 密にな る;(填 では)侮 辱 する」
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O… offen一

記号:× …見出 し語な し;● …見出 し語のみ有 り;○ …分離動詞 と しての過去分詞 形有 り;◎ …分 離動詞 として の定形、

   過去分 詞形、zu不 定 詞形有 り;④ …一語書 きの場 合の意味規定有 り

        18801908正91119221934Ll947 U955 U957 L1963 L1969 L1987 Ml956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

0ffenbleiben Ix x x x xix Qo●Oo●Oo●po●Oo●iO●O●O●O●O●O●iO●

offenha比en  × × × ◎◎ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑭ ◎⑭ ◎⑪ ◎⑭ ◎⑪ ○◎ ○⑪ ○⑪O⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑪

offenlassen  x x × × ◎ ◎ ◎◎ ◎⑥ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ○⑪ ○① ○① ○① ○① ○① ○①

offenlegen  jx x x Qo Q oQ Qo X  X  X  X  X;Q●Q●Q●Q●Q●Q●;Q●

offenstehen  × ●① ●① ◎⑭ ◎⑲ ◎⑲ ○◎O◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○⑬ ○⑲ ○⑬ ○⑲ ○⑲ ○⑲ ○⑫

④ …diese Frage muﾟ。ffenbleiben,「 この間 は未解決 のま まにならざるを得 ない」

③ ―――das Fenster途t offengeblieben;die Entscheid岨g ist noch offengeblieben.

  「窓 は開 いたままだった;決 定は まだ下 っていな い」

◎ …geistig:vorbehalten「(精 神的 な意味で);留 保 してお く」

⑪ …vorbehalten;。ffenstehen lassen r留 保 してお く;開 いた ままに してお く」

● …pn.eine Stelle offenhalten;die Fenster offenhalten;die Hand offenhalten(freigebig sein)

  「場所 を空 けたままに してお く;窓 を開けた まま にしてお く;気 前 のよい」

⑪ …1凪eme Stelle offenhalten;die Fenster offenhalten;die Augen offenhalten(aufpassen)

  「場所 を空 けたままに してお く;窓 を開けた まま にしてお く;注 意 を払 う」

○^・eine Frage offenlassen, die Fenster offenlassen

  「問を未解 決のままに して お く;窓 を開けたままに してお く」

⑭ …er hat die Frage。ffengelassen― 「彼はその問を未解決 のまま に した」

① …er hat die Frage。ffengelassen;er hat die Eenster offengelassen―

  「側 よその間を未解決 のままに した;彼 は窓を開け たままに した」

① …geistig「(精 神的な意味で)」

⑭ …er hat die letzte Geheimnisse offengelegen、 「彼は最後 の秘 密を公開 した」

① …freistehen, gestattet sein「許 されている」

⑭ …geistig:freistehen, gestattet sein r(精 神的な意味で):許 されて いる」

⑲ …ge6ffnet sein;freistehen, gestattet sein「開 かれ てい る;許 されてい る」

QO…ein offenstehendes Konto;die Fenster haben offengestanden;er meinte, daﾟes mir offenst�de, zu gehen.

  「未払 いの勘定;窓 は開いたままだ つた;彼 は、私が勝 手に行 けると思 って いた」

● …ge�fnet sein;freistehen, gestattet sein;noch nicht bezahlt sein

  「開か れてい る;許 されてい る;未 払いであ る」

                        -38一



Q… richtig一

記 号1× …見 出 し語 な し;● …見出 し語 のみ有 り;○ …分離動詞 と しての過去 分詞形 有り;◎ …分離動詞 と しての定形、

   過去分詞形、zu不 定詞形 有 り;④ …― 語書 きの場合 の意味規定有 り

       18801908191119221934L1947 L1955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 Ml961 Ml967M1973 M1980M19861991

richtigliegen  x X × x × x  ×  ×  ×  × x  x O④ ○④ ○④ ○⑧ ○⑧ ○⑧

richtigmachen X X × ●◎ ●◎ ●⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ◎⑪ ○◎ ○⑪ ○⑪ ○⑪ ○◎ ○⑪ ○⑪

丘chtigsteUen  X X X ●⑤ ●⑧ ●⑧ ◎⑧ ◎⑭ ◎⑤ ◎⑤ ◎⑧ ○⑤ ○③ ○⑪ ○⑧ ○⑨ ○⑭ ○⑤

● …ugs. f�:eine[von der Regierung o.a.]gew�schteﾜberzeugung vertreten

  「(俗)(政 府 などの)望 み通 りの信念 を主 張す る」

⑧ …ugs.f�:das Richtige tun, sich richtig verhalten「(俗)正 しいことをす る、正 しく振 る舞 う」

◎ …volksm.:begleichen, z―B―elne Rechnung「(俗)(例 え ば、勘定 を)清 算 する」

⑪ …umg.f�:begleichen, z―B.eine Rechnung「(俗)(例 えば、勘定を)清 算す る」

⑭ …berichtigen「 訂正す る」

O… sauber一

記号:x… 見出 し語 な し;△ …分 かち書 きの見 出 し語有 り;◎ …分離動詞 としての定形、過去分詞形、別不定詞 形有 り

       18801908191119221934:L1947 LI955 L1957 L1963 LI969 L1987 MI956 M1961 M1967 M1973 M1980 M19861991

sauberhalten     X .  ×   ×   △   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎

saubemachen × x × x × x × × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

O…schwer一

記号=× …見出 し語 な し;○ …分離動�7bと して の過 去分詞形有 り;◎ …分離動詞 としての定形、過去分詞形、 Z--不定詞形

   有 り;④ …―語書 きの場合 の意味 規定有 り

       18801908191119221934L1947 Ll955 L1957 L1963 L1969 L1987 M1956 M1961M1967 M1973 M1980 M1986 isst

schwerfallen  × ―× × ◎⑧ ◎④ ◎⑧ ◎ ④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④ ◎④

Schwerhalten  × × × ◎③ ◎③ ◎⑧ ◎ ③ ◎⑧ ◎⑧ ◎③ ◎③O③ ○⑬ ○③ ○⑧O③ ○⑬ ○③

schwermachen × × × × x × × × x × × × x O◎ ○◎O◎ ○◎O◎

schwernehmen 、× × × X X ◎ ◎ ◎ ◎⑪ ◎⑪ ○⑪ ○⑪ ○⑭ ○⑤ ○⑭ ○⑭ ―○⑭ ○⑤ ○⑪

schwertun  × × x x × x × × × × × x × ○ ○ ○ ○ ○
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④ …M�e verursachen「 苦労である」

⑧ …schwierig sein「難 しい」

◎ …Schwierigkeiten machen「 つ らくす る」

⑪…zu groﾟes Gewicht beimessen「 重 く考え る」

⑭ …ernst nehmen「 真面 目に取 る」

○ ・り・tot―

記号:× …見出 し語な し;● …見 出 し語 のみ有 り;○ …分離動 詞 として の過去 分詞形有 り;▽ …分離動詞 と してのZ--不定

  詞有 り;◎ ―・分離動詞 と して の定形、 過去 分詞形、zu不 定詞形有 り;● …―語書 きの場 合の意味規定 有 り;

  m… 特別 の語形有 り

     18801908191119221939L1947 L1955 L1957 L1963 Ll9691.1987 M1956 M1961 M1967 M1973 M1980 M1966 isst

totarbeiten   × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎④ ◎④ ◎ ④ ◎④ ◎  ◎ ◎③ ◎⑧ ◎ ⑧ ◎③ ◎⑧

totagern        X   X   ×   X   ×    ×    X    ×    X    ×    ×    ×    X    ×   ○◎  ○◎  ○◎  ○◎

totfahren       ×   ×   X   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○   ○   ○   ○   ○   O

totfallen        I x    x    x    x    Oo  ': Oo     Oo     x     x     x     x   ; O     O    O     O    O    O  i O

totkriegen   X × × × × × ×  X  ×  × x  x  × × ― × ▽⑪ ▽⑪ ▽⑪

totk�n   X X X ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  × ○ 、 ○ ○⑭ ○⑤ × × ×

totlachen  Ix x x Oo Oo i Oo Qo  OO  Oo Oo Oo#iO  O O●O●O●O●;O●

totlaufen     I x   x   x   x   x   x    x    x    x   Oo#  OO#: x   OO OO  OO OO  OO:OOO

totmachen   × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎# ○  ○ ○⑪ ○⑪O⑪ ○⑪ ○⑭

totsagen       X   ×   x   ◎  ◎   ◎   ◎  ●〈レ  ●ぐ〉 ●ぐ〉 ●ぐ〉  ○   ○   ○   O   O   O   O

totschieﾟen      ×   ●   ●   ◎  ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ◎   ○   ○   ○   ○   ○   ○   O

ftotschlagen  × ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ O  O O① ○①O① ○① ○①

totschweigen x × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O

t。tstenen  × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ O O O O O O O

tots廿賦鴇n  x x x × ◎ ◎ ◎ x x × x O O O O O O O

tottrampeln     ×   ×   ×   ×   X    ×    ×    ×    ×    ×    X    ×    ×    X    ×    ×    ×    O

tottreten          ×    ●   ●    ◎   ◎    ◎    ◎    ◎    ◎    ◎    ◎    ○     ○    ○     ○    ○    ○     ○

*…veraltend  #…umg.

④…umg, f�:sich abarbeiten「(俗)く た くたになるまで働 く」

⑧…ugs. f�:angestrengt arbeiten「(俗)― 心不乱 に働 く」

◎ …ugs, f�:sich sehr舐gern「(俗)非 常に怒 つてい る」
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⑪ ――・ugs.:er ist nicht totzubringen―(er h舁t viel aus)「(俗)彼 は我 慢 強 い」

⑭ …ugs, fUr;heftig k�sen「(俗)熱 烈 に キ ス す る」

㊦ …ugs―f"r:heftig lachen「(俗)激 し く笑 う」

◎ …ugs, f意r=von sich selbst zu Ende gehen「(俗)自 然 に終 わ る」

⑪ …ugs, f�:t�en「(俗)殺 す 」

① …er hat seine Zeit t。tgeschlagen.(ugs, f�:nutzlos verbracht)「(俗)彼 は時 を無 駄 に 過 ご した」

◇ …nur im Infinitiv und im 2―Partizip gebr舫chlich「 不 定 詞 と過 去 分 詞 で の み 使 用 」
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       Die Beziehung der Rechtschreibung zu 

                trennbaren Verben 

                            NAKAMURA Naoko 

Beim 3. Wiener Gespräch im November 1994 haben sich alle deutschsprachigen 

Länder über die Neuregelung der deutschen Rechtschreibung verständigt. 

 Nach dem Vorschlag der neuen Rechtschreibregeln beeinflußt die Refbrm 

im Bereich „der Getrennt- und Zusammenschreibung" das Erkennen trenn-

barer Verben sehr. 

Die zwei wichtigen neuen Grundsätze sind hierbei folgende: 

      1) Getrenntschreiben gilt als Normalfall. 

2)• Die grammatischen Kriterien werden für die Entscheidung 

       Zusammenschreibens verwendet. (Wenn der erste Bestandteil sich 

       erweitern oder steigern läßt, schreibt man das Wort getrennt.) 

Weil der erste Fall keine grundlose Zusammenschreibung erlaubt und der 

zweite die Entscheidung viel einfacher macht, schließt die Kategorie der 

trennbaren Verben den folgenden Wortschatz aus: 

Adverb +Verb auseinander setzen usw. 

Adjektiv+Verb leicht fallen, schwer nehmen usw. 

Partizip+Verb verloren gehen usw. 

Substantiv+Verb Kopf stehen, Rad fahren usw. 

Verb +Verb kennen lernen usw. 

Partikel+Verb da sein usw. 

Aber man schreibt nach wie vor die Verben zusammen, 

      wenn der erste Beatandteil in dieser Form nicht selbständig vor-

        kommt. 

          brachliegen usw. 

       wenn der erste Bestandeil nicht erweiterbar oder steigerbar sein 

        kann. 
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 fernsehen, gutschreiben (`anrechnen') , totschlagen usw. 

      wenn sie die folgenden substantivischen Erstteile haben. 

acht-, haus-, heim-, irre-, preis-, stand-, statt-, teil-, wunder-

Das heißt, daß die betreffenden Verben den neuen Regeln nach noch immer 

in der Kategorie trennbarer Verben bleiben. 

Die Neuregelung der Rechtschreibung beeinflußt, wie oben gesagt, den 

Umfang trennbarer Verben. Aber, weil es nicht klar ist, warum die 

Verben, die den bestimmten substantivischen ersten Bestandteil haben 

oder in der bestimmten übertragenen Bedeutung verwendet werden (vgl. 

gutschreiben), als trennbare Verben, anerkannt bleiben, kann man keine 

deutliche Grenze zwischen trennbaren Verben und nicht-trennbaren ziehen. 

In diesem Aufsatz habe ich in den Duden-Rechtschreibungswörterbü chern 

seit der 1. Auflage 1880 danach geforscht, ob die obengenannten Verben 

als Stichwort vorkommem, ob sie, wenn sie zusammengeschrieben sind, in 

der bestimmten Bedeutung verwendet werden und ob die finite Form, das 

Partizip II und der Infinitiv mit „zu" in den den trennbaren Verben eigenen 

Formen gezeigt werden. 

Das Ergebnis zeigte, daß die Verben, die die neuen Rechtschreibregeln aus 

dem Bereich der trennbaren Verben ausschließen, in diesen einhundert 

Jahren nach und nach in den verschiedenen Auflagen der Rechtschreibwör-

terbücher als Stichwörter trennbarer Verben vorgekommen sind. Dem ist 

hinzuzufügen, daß die meisten Verben zu einem relativ produktiven Typ 

gehören. Aber das ist nicht genug, um die Grenze zwischen trennbaren 

Verben und nicht-trennbaren aufgrund der neuen Regeln klar definieren zu 

können. 

Wenn man die Regeln der Rechtschreibung für sehr willkürlich und 

künstlich halten kann, kann man verstehen, daß sie wirken, um die 

unaufhaltsam sich ausdehnende Zahl der trennbaren Verben einzugrenzen. 

Während nach den geltenden Regeln mehr und mehr Wörter in die 

Kategorie der trennbaren Verben aufgenommen werden können, beschränken 

die neuen die kontinuierliche Erweiterung des Wortschatzes trennbarer 

Verben. 
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